
平成30年

2月号
第411号

発行 / 栄村役場

～けまん紋～
　JR飯山線森宮野原駅において、駅舎のライ
トアップが行われています。
　栄村の夏祭りで行われる獅子舞の柄に使わ
れる紋様からデザインされ、五穀豊穣、無病
息災の願いが叶うとされています。
　ライトアップは3月末まで行われていますので、
ぜひ一度立ち寄ってみてはいかがでしょう。
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広 報 さ か え平成30年 2月1日 （2）

　今年も申告の時期となりました。役場では下表のとおり納税相談を行いますの
で、村県民税の申告書と必要書類をご用意のうえ、各相談会場へお越しください。

納税申告相談のお知らせ

※地区分けをしてありますが、都合のつかない方や自分で相談に来られる方は、どの会場で申告されても結構です。
※◎印の地区は、シャトルバスを運行しますのでご利用ください。運行表は各対象地区の皆さんあてに配布します。
※3月12日～15日まで栄村で相談会は行いません。信濃中野税務署で申告してください。

相談日 会　　場 時　　間 対象地区
2月16日（金） 志久見公民館 午後1時～午後4時 雪坪　志久見

2月19日（月）
柳在家公民館 午前10時～正午 柳在家　切欠
長瀬公民館 午後1時～午後4時 長瀬　笹原

2月20日（火） 北野天満温泉
午前10時～正午 ◎極野　◎中野　◎坪野
午後1時～午後4時 北野　◎当部　天代　◎原向

2月21日（水） 大久保公民館 午後1時～午後4時 ◎野田沢　大久保　天地
2月22日（木） ながの農協

栄出張所
午前10時～午後4時 月岡　◎小滝　◎横倉

2月23日（金） 午前10時～午後4時 箕作　◎泉平
2月26日（月） 白鳥公民館 午前10時～午後4時 白鳥
2月27日（火） 平滝公民館 午前10時～午後4時 平滝
2月28日（水） 青倉公民館 午後1時～午後4時 青倉
3月1日（木） 秋山郷総合センター

とねんぼ
午後1時～午後5時 ◎屋敷　◎上野原　◎和山　切明

3月2日（金） 午前9時～午前11時 小赤沢
3月4日（日） 栄村役場

多目的ホール
午前9時～午後4時 村内全域

3月5日（月） 午前10時～午後4時 森　塩尻　五宝木
3月7日（水）

栄村役場
第一会議室

午前10時～午後4時 村内全域
3月8日（木） 午前10時～午後4時 村内全域
3月9日（金） 午前10時～午後4時 村内全域

【問合せ先】会計税務課　☎0269-87-3111（代表）　☎050-3583-2114（直通）

◆日　程

◆申告に必要な書類（平成29年1月1日から平成29年12月31日までのもの）

①平成30年度分村県民税申告書
②預金通帳（申告者本人名義）とその印鑑
③給与または賃金・年金等のある方は源泉徴収票
④国民年金・厚生年金等の掛金年額のわかる書類
（ハガキの証明書が届いています）

⑤生命保険料・個人年金保険料・損害保険等の証
明書などの書類

⑥医療費支払い領収書
⑦日雇いや出稼ぎのある方は、支払証明等収入金

額のわかる書類

⑧事業所得については、収入額と支出額の照合で
きる書類

⑨障害者等控除を受ける方は、障害者手帳または
障害者控除対象者認定書

⑩税務署から確定申告の封書が送付されている方
はその封書

⑪雑損控除など、損失の繰越額がある方は、昨年
の確定申告書の書類

⑫確定申告（納付、還付）される場合、マイナンバー
カードの写、又は通知カードと運転免許証など
の写し 



（3） 平成30年 2月1日広 報 さ か え

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

合
や
確
定
申
告
書
の
提
出
が
要
件
と
な
っ

て
い
る
控
除
（
例
え
ば
、
純
損
失
や
雑

損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
）
の
適
用
を
受

け
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
分
以
後
は
、
外
国

の
制
度
に
基
づ
き
国
外
に
お
い
て
支
払

わ
れ
る
年
金
な
ど
源
泉
徴
収
の
対
象
と

な
ら
な
い
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。 公

的
年
金
等
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
へ　

確
定
申
告
不
要
制
度

に
つ
い
て

　
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の
確

定
申
告
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
確
定
申
告
会
場
の
開
設
日

ま
で
は
、
相
談
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
お

り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◇
会
場　

　

信
濃
中
野
税
務
署　

2
階
会
議
室

◇
期
間

　

平
成
30
年
2
月
16
日
～
3
月
15
日

　

土
日
を
除
き
ま
す
。

◇
時
間

・
受
付　

午
前
8
時
30
分
か
ら

・
相
談　

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

※
申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要
し
ま
す

の
で
、
午
後
4
時
頃
ま
で
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
内
容
が
複
雑
な
場
合
は
、

午
後
3
時
頃
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
が
午
後
5
時
を
過
ぎ
る
場
合
に
は
、

再
度
お
越
し
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
す
る
た
め
、

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
や
受
付

を
早
め
に
締
め
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

確
定
申
告
の

　
　
　
お
知
ら
せ

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
自
宅
等
で
確
定
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
す
の
で
、
書
面
で
印
刷
し
て
送

付
・
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
（
事
前
準
備

が
必
要
）
の
い
ず
れ
か
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

◇
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の

操
作
や
確
定
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
、

ご
相
談
は
、
ま
ず
は
電
話
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
お
問
合
せ
》

　
e
-T
a
x
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

　
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
０
５
７
０
-０
１
-５
９
０
１

　

受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
（
祝
日
等
を
除
き
ま
す
）

《
確
定
申
告
な
ど
に
関
す
る
お
問
合
せ
》

　

信
濃
中
野
税
務
署

　

☎
０
２
６
９
-２
２
-３
１
５
１

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医

療
費
控
除
は
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
領
収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に

医
療
費
控
除
を

　

  

適
用
さ
れ
る
方
へ

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必

要
と
な
り
、
税
務
署
か
ら
記
入
内
容
の

確
認
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

領
収
書
は
5
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
提
出
が
不
要
と
な
る
領
収
書
に
は
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
医
師
等
が
発
行
し
た
証
明
書
は
除

き
ま
す
。（
例
。
お
む
つ
使
用
証
明
書
・

在
宅
介
護
費
用
証
明
書
な
ど
）

※
平
成
31
年
分
の
確
定
申
告
ま
で
は
、

従
来
ど
お
り
領
収
書
の
添
付
又
は
提

示
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

健
康
の
保
持
増
進
及
び
疾
病
の
予
防

と
し
て
一
定
の
取
組
を
行
う
が
、
特
定
一

般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
っ
た
場

合
は
、
通
常
の
医
療
費
控
除
と
の
選
択

に
よ
り
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
に
よ
る
医
療
費
控
除
の
特
例
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
方
は
、

①
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の

明
細
書
」
の
提
出
及
び
②
適
用
を
受
け

る
年
分
に
お
い
て
一
定
の
取
組
を
行
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
提
出
又
は

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
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毎
年
、
3
月
下
旬
は
自
動
車
の
検
査
・

登
録
申
請
が
多
く
、
窓
口
が
大
変
混
み
合

い
ま
す
。
車
両
の
手
続
は
、
1
ヵ
月
前
か

ら
受
検
で
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
2
月

中
に
、
廃
車
・
名
義
変
更
等
の
手
続
は
、

3
月
中
旬
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
運
輸
支
局

・
登
録
の
場
合

　

☎
０
５
０
-５
５
４
０
-２
０
４
２

・
検
査
の
場
合

　

☎
０
２
６
-２
４
３
-５
５
２
５

　

自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
の
自
動

車
の
所
得
者
に
課
税
し
ま
す
。

　

下
取
や
譲
渡
等
を
し
て
自
動
車
が
お
手

元
に
な
い
場
合
で
も
、
3
月
31
日
ま
で
に

名
義
変
更
登
録
手
続
き
が
完
了
し
な
い
と
、

平
成
30
年
度
の
自
動
車
税
は
あ
な
た
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
登
録
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
総
務
部
税
務
課
自
動
車
税
係

　

☎
０
２
６
-２
３
５
-７
０
５
１

　

国
民
の
食
生
活
の
多
様
化
や
少
子
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
、
米
の
消
費
量
は
減

少
し
て
い
ま
す
。
減
反
政
策
が
廃
止
と

の
報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
長
野
県
農
業

再
生
協
議
会
（
長
野
県
、
市
町
村
、J
A

グ
ル
ー
プ
、
集
荷
業
社
ほ
か
関
係
機
関
・

団
体
で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
）
で
は
、

主
食
用
米
の
需
要
に
見
合
っ
た
適
正
生

産
を
引
き
続
き
推
進
し
、
過
剰
作
付
け

を
抑
制
し
、
米
価
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
主
食
用
米
の
生

産
調
整
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
平
成
29
年
度
産
を
も
っ
て
廃
止
と
な

る
内
容

■
米
の
直
接
支
払
交
付
金

　

主
食
用
米
の
作
付
け
に
対
し
、
10
ａ

あ
た
り
7
，5
0
0
円
支
給
。

■
主
食
用
米
の
「
生
産
数
量
目
標
」
の

廃
止

　

主
食
用
米
の
生
産
調
整
は
引
き
続
き

　

12
月
26
日
（
火
）
白
鳥
公
民
館
に
お
い

て
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
長
野
支

社
よ
り
、
白
鳥
区
の
関
係
者
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
経
緯
は
、
9

月
17
日
に
猛
威
を
ふ
る
っ
た
台
風
21
号
の

影
響
で
、
白
鳥
区
内
を
走
る
J
R
の
橋

梁
付
近
に
お
い
て
倒
木
が
発
生
し
、
そ
の

状
況
を
発
見
し
J
R
へ
通
報
し
た
こ
と
で
、

列
車
脱
線
な
ど
の
重
大
な
事
故
を
未
然
に

防
い
だ
迅
速
な
対
応
に
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
第
一
発
見
者
の
芋
川
氏
、
白
鳥

区
長
の
半
藤
氏
、
J
R
白
鳥
駅
管
理
人

の
有
田
氏
の
3
名
が
、
J
R
か
ら
感
謝
状

を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

白
鳥
区
関
係
者
に

　
 

Ｊ
Ｒ
か
ら
感
謝
状

平
成
30
年
の

　

  

米
政
策
に
つ
い
て

▲表彰された有田氏（左から２
番目）、芋川氏（中央）、半
藤氏（右から２番目）

自
動
車
の
登
録・検
査

手
続
き
は
お
早
め
に

自
動
車
税
の
廃
車・名
義
変
更

手
続
き
は
お
済
で
す
か
？

行
わ
れ
ま
す
。（
詳
し
く
は
次
の
と
お
り
）

◇
平
成
30
年
度
産
以
降
も
継
続
す
る
内

容
■
米
の
生
産
調
整

　

行
政
に
よ
る
「
生
産
数
量
目
標
」
の

配
分
は
廃
止
さ
れ
る
が
、
国
が
示
す
需

給
見
通
し
に
沿
っ
て
、
長
野
県
農
業
再

生
協
議
会
が
定
め
る
主
食
用
米
の
「
生

産
数
量
目
安
値
」
を
提
示
し
、
引
き
続

き
生
産
調
整
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

　

水
田
で
そ
ば
や
大
豆
等
を
生
産
・
販

売
し
た
場
合
に
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

　

そ
ば
や
大
豆
の
作
物
を
生
産
・
販
売

し
た
場
合
に
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認
定
新
規

就
農
者
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

■
米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和

交
付
金
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

　

米
や
大
豆
等
の
販
売
収
入
の
合
計
が

標
準
的
収
入
額
を
下
回
っ
た
場
合
に
補
填
。

認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認
定
新
規

就
農
者
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
３
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村
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
に

困
難
の
あ
る
学
生
に
対
し
、
奨
学
資
金
を

貸
し
付
け
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

奨
学
資
金
は
奨
学
生
本
人
に
貸
し
付

け
し
、
奨
学
生
本
人
が
償
還
を
負
う
も
の

で
す
。
卒
業
後
の
生
活
設
計
等
十
分
考
慮

し
て
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
類
は
教
育
委
員
会
事
務
局
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
は

必
ず
学
生
本
人
が
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◇
貸
付
対
象
者

　

高
等
学
校
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
学
校
に

在
学
す
る
者
、
又
は
し
よ
う
と
す
る
者

◇
貸
付
金
額

　

月
額
1
万
円
、
2
万
円
、
3
万
円
か

ら
選
択
で
き
ま
す
。

◇
貸
付
方
法

　

年
4
回
、
5
月
・
8
月
・
11
月
・
２
月

に
3
ヶ
月
分
を
口
座
振
込
し
ま
す
。

◇
貸
付
利
率

　

無
利
子

◇
償
還
方
法

　

奨
学
資
金
を
借
り
終
え
た
後
、
借
入

年
数
に
応
じ
た
年
数
で
償
還
し
ま
す
。

◇
申
込
期
間

　

3
月
20
日
（
火
）
～
3
月
30
日
（
金
）

　
ま
だ
ま
だ
体
力
に
自
信
の
あ
る
男
性
、

健
康
を
維
持
し
て
い
き
た
い
女
性
な
ど
、

比
較
的
若
い
時
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が
介

護
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
の
健
康

を
自
分
で
守
る
た
め
に
元
気
ア
ッ
プ
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
の
テ
ー
マ

は
『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
で
す
。
1
年
を
通

じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

◇
日　

時　

2
月
24
日
（
土
）

◇
対
象
者　

概
ね
65
歳
以
上
の
方

　

先
着
10
名

◇
参
加
費　

3
0
0
円

◇
今
回
の
歩
き
方　
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◇
行　

先　

今
泉
周
辺

　

道
な
き
道
を
踏
み
し
め
て
、
ブ
ナ
林
の

中
を
散
策
し
ま
す
。
の
ん
び
り
、
ゆ
っ
く

り
S
O
U
P
が
楽
し
く
案
内
し
ま
す
。

※
ご
協
力
：
信
州
ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト　

S
O
U
P

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課　

介
護
支
援
係　

樋
口

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
０
１

栄
村
奨
学
資
金
制
度

の
ご
案
内

※
申
込
み
受
け
付
け
は
、
こ
の
期
間
限
り

で
す
。

※
申
込
み
書
類
は
、
3
月
1
日
以
降
教

育
委
員
会
事
務
局
で
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

◇
貸
付
決
定

　

4
月
中
に
栄
村
育
英
基
金
運
営
委
員

会
で
審
議
し
貸
付
を
決
定
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
８

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
「
協
力

隊
受
入
れ
説
明
会
・
相
談
会
」
を
左
記

の
内
容
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

協
力
隊
員
に
よ
る
活
動
報
告
や
、
地

域
の
世
話
役
等
、
協
力
隊
員
導
入
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
話
な
ど
、
村
民
の

皆
様
と
懇
談
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

受
入
れ
に
興
味
の
あ
る
方
、
話
を
聞

い
て
み
た
い
方
な
ど
、
大
歓
迎
で
す
の
で
、

大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◇
日
に
ち　

2
月
19
日
（
月
）

◇
会　

場　

栄
村
役
場
地
階

　

会
議
研
修
室

◇
時　

間

◎
1
回
目
説
明
会　

10
時
～
10
時
半

◎
2
回
目
説
明
会　

13
時
～
13
時
半

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
に
つ
い
て

・
協
力
隊
（
秋
山
地
区
）
活
動
に
つ
い

て
・
協
力
隊
導
入
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

※
説
明
会
後
は
個
別
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。

※
説
明
会
参
加
に
関
す
る
事
前
予
約
等

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
好
き
な
時

間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
右
記
の
日
程
で
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、

ご
希
望
の
日
に
各
集
落
へ
伺
う
こ
と

も
検
討
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

秋
山
支
所　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

山
田
敦
子
ま
で

　

☎
０
２
５
-７
６
７
-２
２
０
２

協
力
隊
受
入
れ

説
明
会
及
び
相
談
会

の
開
催
に
つ
い
て

『
元
気
ア
ッ
プ
教
室
』

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
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降
雪
に
恵
ま
れ
た
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
予

定
ど
お
り
12
月
16
日
に
オ
ー
プ
ン
が
で
き
、

年
末
年
始
期
間
も
ま
ず
ま
ず
の
天
候
で
、

多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

1
月
に
入
り
、
栄
小
学
校
の
全
校
ス
キ
ー

教
室
や
鹿
児
島
県
立
垂
水
高
等
学
校
の
ス

キ
ー
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
1
月
21
日
（
日
）
は
ス
キ
ー
子
ど

も
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
雪
上
宝
探
し

大
会
を
行
い
、
ゲ
レ
ン
デ
に
子
ど
も
達
の

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

  

1
月
23
日
時
点
で
の
ス
キ
ー
場
来
場
者
数
、

売
上
の
前
年
対
比
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

2
月
以
降
も
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ス
キ
ー

場
ま
で
お
出
か
け
下
さ
い
。

　

12
月
号
の
「
今
月
の
栄
っ
子
」
で
も
お

伝
え
し
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
4
月
に
栄

小
・
中
学
校
に
栄
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
は
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
に
、
日
常
的
に
学
校
に
来

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
支

援
し
て
い
た
だ
く
、
子
ど
も
の
教
育
や
学

校
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
う
な
ど
、
学
校

と
地
域
が
「
こ
ん
な
子
ど
も
を
育
て
た
い
」

と
い
う
願
い
を
共
有
し
な
が
ら
、
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る
持
続
可
能
な
仕

組
み
を
持
っ
た
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

で
す
。

　

今
ま
で
も
栄
村
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
に

支
援
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
教
育
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
支

援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
支
援
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栄

村
人
材
バ
ン
ク
の
作
成
も
計
画
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め
、
皆
様

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
栄
小
学
校　

☎
０
２
６
９
-８
７
-2
0
0
6

　
秋
山
分
校　

☎
０
２
5
-7
6
7
-2
2
0
4

　
栄
中
学
校　

☎
０
２
６
９
-８
７
-2
1
6
0

▲雪上宝探し大会（1/21）

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル  

発
足一年

　栄中学校では、国語の書写の時間に森の
丸山令子さんにきていただき書道の指導を
お願いしました。9月には、文化祭で展示
する作品を、12月には書き初めの作品を仕
上げました。
　丸山さんには、事前にお手本を準備して
いただき、支援当
日も生徒一人一人
に声をかけていた
だきながらよりよ
い作品になるよう
に支援していただ
きました。

　栄小学校では、今年度から新たな取組と
して、給食で地域食材を使った日に地域食
材や地域に伝わる郷土料理についてお話を
していただくことを始
めました。
　8月には，野田沢の阿
部栄子さんにご来校い
ただき「ゆうごの餡か
け」について5分程夕顔
の栄村での呼び方、食
べ方、保存法などにつ
いてお話をしていただ
きました。

【2・3月のイベント】
・ラッキーマンデー 2/5～3/19の月曜日
　→リフト1日券が1,000円に！
　（2月12日を除く）
・2/10（土）バレンタインチョコ
　　　　　　 つかみ取り
・2/18（日）レストラン村民感謝デー
　　　　　　スキーこどもの日宝探し
　　　　　　大会（小学生まで）
・3/17（土）さかえ雪ん子まつり
・3/18（日）レストラン村民感謝デー
・3/24～28日 さよなら感謝デー

◇
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
入
込
、
売
上

状
況
の
前
年
比
較

　（
平
成
30
年
1
月
23
日
時
点
）

平成28年度 平成29年度 前年比
6,149人 5,994人 97.5%

収入内容 平成28年度 平成29年度 前年比
リフト 7,337,140 6,587,908 89.8%

レンタル 1,678,700 1,378,000 82.1%
レストラン 3,016,578 2,949,092 97.8%
その他 1,864,820 2,067,126 110.8%
合　計 13,897,238 12,982,126 93.4%

入込人数

売上金額（円）
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平
成
29
年
4
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た

『
高
校
生
等
通
学
費
補
助
制
度
』
に
つ
い

て
、
昨
秋
、
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
送
付
数　

43
件

　
　
　
　
　
　
回
答
数　

25
件

　
　
　
　
　
　
回
収
率　

59
％

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
、

・
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
し
た
か
？

・
こ
の
制
度
は
役
立
ち
ま
す
か
？

・
改
善
点
等
は
あ
り
ま
す
か
？

の
3
項
目
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

制
度
利
用
に
つ
い
て
は
、
た
く
さ
ん

の
方
が
「
利
用
し
た
」
と
の
回
答
で
し
た
。

ま
た
、
半
数
以
上
の
方
か
ら
「
役
立
つ
」

と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

改
善
点
等
に
は
、
厳
し
い
ご
意
見
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
お
役
に
立
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
ま
で
に
、
46
名
の
該
当
者

の
う
ち
38
名
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
改
善
点

等
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
行
い
よ
り
良

い
制
度
と
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
初
の
企
画
「
女
性
の
会
」

を
計
画
し
、
村
内
4
ヵ
所
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
「
女
性
の
会
」
と
は
、
日
頃
女
性
が
、

村
に
対
し
意
見
を
言
え
る
機
会
が
少
な

い
た
め
、
村
長
が
直
接
地
域
に
出
向
き
、

毎
年
行
わ
れ
る
「
集
落
懇
談
会
」
と
は

ま
た
違
っ
た
“
女
性
目
線
”
で
村
に
対

す
る
意
見
を
出
し
て
も
ら
お
う
と
、
今

回
初
め
て
企
画
を
し
た
も
の
で
す
。

　

秋
山
地
区
、
水
内
・
豊
栄
地
区
、
西

部
地
区
、
東
部
地
区
に
分
け
、
総
勢
30

名
以
上
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、

都
合
で
参
加
出
来
な
い
方
か
ら
は
、
事

前
に
お
配
り
し
た
要
望
書
用
紙
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
と
い
う
事
も
あ
り
、
始
め
は

皆
さ
ん
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
時

間
が
経
つ
に
連
れ
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

要
望
に
出
さ
れ
た
一
部
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
、
秋
山
支
所
に
行
っ
て
も
、
責
任
者

と
会
え
る
回
数
が
少
な
い

Ａ
、
11
月
か
ら
支
所
長
と
し
て
管
理
職

ク
ラ
ス
が
常
駐
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
保
育
料
の
検
討

Ａ
、
30
年
度
か
ら
、
一
部
保
育
料
を
減

額
予
定
で
す
。

Ｑ
、
土
合
橋
は
、
宿
泊
施
設
も
近
く
に

あ
る
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

Ａ
、
30
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
、
雪
坪
側
か
ら
、
県
道
に
出
る
道
の

所
が
冬
に
な
る
と
、
左
右
か
ら
来

『
高
校
生
等
通
学
費

補
助
制
度
』に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

『
女
性
の
会
』を

　
　

 

開
催
し
ま
し
た

▲「女性の会」の様子

る
車
が
見
え
な
い
の
で
、
両
方
が

見
ら
れ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
付
け

て
欲
し
い
。

Ａ
、
1
月
に
設
置
致
し
ま
し
た
。

Ｑ
、
天
池
周
辺
を
整
地
し
て
、
駐
車
場

も
作
っ
て
欲
し
い
。

Ａ
、
昨
年
、
草
刈
り
を
行
い
駐
車
場
を

整
備
致
し
ま
し
た
。
今
後
も
整
備

に
力
を
入
れ
る
考
え
で
す
。

　

様
々
な
意
見
が
あ
る
中
で
、
特
に
多

か
っ
た
要
望
と
し
て

１
、
冬
場
の
除
雪
関
係
・
・
９
件

２
、
介
護
福
祉
関
係
・
・
・
７
件

３
、
観
光
関
係
・
・
・
・
・
５
件
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
地
域
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望

の
回
答
書
を
地
域
ご
と
に
配
布
し
ま
す
が
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
全
懇
談
会
内

容
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
「
女
性
の
会
」
の
他
に
も
違
う

内
容
で
こ
れ
か
ら
も
企
画
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

〈
こ
ん
な
内
容
の
懇
談
会
を
や
っ
て
欲

し
い
、
こ
ん
な
企
画
を
考
え
て
欲
し
い

な
ど
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
特
命
対

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
〉

【
問
合
せ
先
】

　

特
命
対
策
課

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
１
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中
野
労
働
基
準
監
督
署
管
内
は
、
県

北
部
に
位
置
す
る
積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
た

め
、
冬
季
に
お
け
る
低
温
や
降
雪
、
強
い

季
節
風
な
ど
の
気
象
条
件
に
よ
る
労
働
災

害
が
多
く
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
例
と
し
て
、
積
雪
・
凍
結
・

寒
冷
に
起
因
し
た
転
倒
・
墜
落
災
害
及
び

車
両
等
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
10
月
末
現
在
休
業
4
日
以

上
の
労
働
災
害
死
傷
者
数
は
1
5
5
人
と

前
年
に
比
べ
28
人
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

1
月
3
月
ま
で
で
は
、
前
年
31
人
に
対
し
、

60
人
と
約
2
倍
の
災
害
が
発
生
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
安
全
衛
生
関
係
団
体
、
事

業
者
団
体
と
連
携
し
、
事
業
場
に
お
け
る

自
主
的
な
安
全
衛
生
管
理
運
動
に
一
層
の

推
進
を
図
り
、
冬
季
労
働
災
害
防
止
を

目
指
す
「
冬
季
労
働
災
害
防
止
運
動
」
が

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
各
事
業
場
で
は
、
労
働
災
害

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

中
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
２
６
９
-２
２
-２
１
０
5

　
長
野
県
司
法
書
士
会
は
、
訴
訟
上
あ

る
い
は
訴
訟
外
を
問
わ
ず
、
金
銭
の
支
払

い
請
求
を
受
け
、
そ
の
対
応
に
困
っ
て
い

る
方
を
対
象
と
し
た
、
司
法
書
士
に
よ
る

「
そ
の
請
求
に
困
っ
た
ら
」
無
料
相
談
会

を
左
記
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

◇
日　

時

　

平
成
30
年
3
月
17
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時

◇
相
談
方
法

①
面
談
相
談
（
要
予
約
）

　

会
場
：
長
野
県
司
法
書
士
会
館
2
F

　

受
付
：
月
曜
～
金
曜
9
時
～
17
時

　

☎
０
２
６
-２
３
２
-７
４
９
２

※
予
約
な
し
で
も
可
能
な
限
り
対
応
し
ま

す
が
予
約
が
優
先
で
す
。

②
電
話
相
談

　

☎
０
１
２
０
-４
４
８
-７
８
８

◇
相
談
料

　

面
談
及
び
電
話
相
談
と
も
に
無
料

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
６
-２
３
２
-７
４
９
２

　

月
曜
～
金
曜
（
平
日
）
9
時
～
17
時

　
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
は
、
シ
ニ
ア
世
代

の
多
様
な
生
き
方
、
価
値
観
、
地
域
性
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
学
習
を
通
し
て
、
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
に
関
わ
る

こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

お
り
、
昨
年
度
か
ら
は
従
来
の
コ
ー
ス
（
一

般
コ
ー
ス
）
に
加
え
、
長
野
学
部
に
専
門

コ
ー
ス
を
新
設
す
る
な
ど
、
講
座
内
容
に

つ
い
て
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
お
り
、

今
回
左
記
の
内
容
で
平
成
30
年
度
の
学
生

の
募
集
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◇
募
集
期
間

　

平
成
30
年
2
月
1
日
（
木
）
～

　

平
成
30
年
2
月
28
日
（
水
）

◇
入
学
資
格

　

概
ね
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で
、
学

習
意
欲
が
旺
盛
で
あ
り
、
積
極
的
に
地
域

活
動
を
目
指
す
方

※
過
去
に
に
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
を
卒
業

さ
れ
た
方
も
入
学
可

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

　

http://w
w

w.nicesenior.or.jp/

　
福
祉
の
職
場
や
資
格
に
つ
い
て
知
り
た

い
、
福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
方

の
た
め
に
左
記
の
日
程
で
福
祉
事
業
所
の

方
と
直
接
面
談
が
で
き
ま
す
。（
保
育
園

等
の
保
育
施
設
の
参
加
も
予
定
し
て
い
ま

す
）

◇
日　

時

　

平
成
30
年
3
月
9
日
（
金
）

　
（
セ
ミ
ナ
ー
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

13
時
～
14
時
20
分

　
（
説
明
会
・
就
職
面
接
会
）

　

14
時
30
分
～
16
時

◇
会　

場

　

メ
ル
パ
ル
ク
長
野　

1
F
ホ
ー
ル

◇
参
加
対
象
者

　

福
祉
分
野
で
の
就
職
経
験
が
無
い
、
あ

る
い
は
就
業
経
験
は
あ
る
も
の
の
そ
の
期

間
が
短
い
者
等
、
福
祉
関
係
職
種
に
関
す

る
知
識
等
で
乏
し
い
者
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
求
職
者
等

※
セ
ミ
ナ
ー
・
面
接
会
と
も
に
事
前
申
込

不
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
長
野
労
働
局
H
P
又
は
長

野
県
社
会
福
祉
協
議
会
H
P
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

冬
季
労
働
災
害
防
止

運
動
に
つ
い
て

「
そ
の
請
求
に
困
っ
た

ら
」無
料
相
談
会

福
祉
の
職
場
説
明
会・

就
職
面
接
会

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

北
信
学
部
学
生
募
集

に
つ
い
て
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北
野
神
社
（
天
満
宮
）
に
奉
納
さ
れ

て
い
た
青
銅
製
の
鰐わ

に
ぐ
ち口

が
、
村
宝
に
指

定
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
九
年
四
月
の
こ

と
で
す
。
鰐
口
は
拝
殿
の
前
に
つ
る
し
て
、

縄
・
紐
で
連
打
す
る
こ
と
で
神
様
を
呼

び
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
宝
の

鰐
口
は
、
今
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
野
神
社
の
鰐
口
は
、
こ
の
界か

い
わ
い隈

で

は
最
も
古
い
も
の
で
す
。
鰐
口
の
側
面

に
は
「
天
正
二
年
八
月　

市
河
中　

く
わ
は
ら　

天
神
」
と
、
文
字
が
陰い

ん

刻こ
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
天
正
二
年

（
一
五
七
四
）
に
、
当

地
を
治
め
て
い
た
市

河
氏
ま
た
は
志
久
見

村
く
わ
は
ら
集
落
の

住
人
た
ち
が
奉
納
し

た
と
推
測
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
村
の
住
人

が
こ
れ
ほ
ど
の
逸
品

を
手
に
入
れ
た
と
は

考
え
に
く
い
た
め
、

市
河
氏
が
奉
納
し
た

と
み
る
の
が
妥
当
と

思
わ
れ
ま
す
。
鰐
口
の
大
き
さ
は
直
径

が
三
四
㎝
、
厚
さ
が
一
五・五
㎝
、
重
さ

は
八・四
㎏
も
あ
り
ま
す
。
重
厚
感
の
あ

る
優
れ
た
も
の
で
、
傷
み
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

 　

飯
山
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
五
束
の
鰐
口
は
、
文
禄
二
年

（
一
五
九
三
）
四
月
に
、
小
菅
神
社
の
鰐

口
は
、
同
年
九
月
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
当
地
の
有
力
武
将
が
奉
納
し

た
も
の
で
す
。
北
野
神
社
の
鰐
口
は
こ

れ
ら
の
も
の
よ
り
二
〇
年
も
古
い
も
の

で
す
。
江
戸
時
代
以
前
に
奉
納
さ
れ
た

鰐
口
は
稀き

し
ょ
う少

で
、
た
い
へ
ん
価
値
あ
る

も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

◇
◇

村
史
編
纂
室
か
ら
⑩
◇
◇

北
野
の
天
満
宮
と
文
化
財
Ⅱ

　
今
回
は
、
白
鳥
の
月
岡
健
治
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
月
岡
さ
ん
は
猟
銃
免
許
を
23
歳
で

取
得
し
、
今
年
で
22
年
目
に
な
り
ま
す
。

村
内
の
み
な
ら
ず
飯
山
市
な
ど
近
隣

市
町
村
も
狩
猟
範
囲
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
免
許
を
取
得
し
た
ば
か

り
の
頃
は
獲
物
が
捕
れ
ず
、
初
め
て
の

獲
物
は
「
鴨
」、
大
物
は
「
イ
ノ
シ
シ
」

で
、
捕
れ
た
時
は
と
て
も
感
動
し
た
そ

う
で
す
。

　
だ
ん
だ
ん
と
大
き
い
獲
物
が
捕
獲
で

き
る
よ
う
に
な
り
、「
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
が
深
刻
な
農
家
の
方
々
の

た
め
に
も
な
る
し
、
山
に
入
れ
ば
毎
回

違
っ
た
情
景
が
広
が
り
、
自
然
の
中
で

活
動
す
る
の
は
楽
し
い
」
ま
た
、
年
間

10
回
ほ
ど
県
内
外
で
行
わ
れ
る
射
撃

の
大
会
に
出
場
し
、「
仲
間
と
会
う
の

も
楽
し
み
に
活
動
し
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　「
獣
害
被
害
等
で
処
分
さ
れ
る
個
体

の
有
効
活
用
率
を
上
げ
て
、
家
庭
の
食

卓
に
新
鮮
な
ジ
ビ
エ
料
理
を
あ
げ
て
も

ら
い
た
い
」
と
語
る
月
岡
さ
ん
は
、
昨

年
猟
で
捕
れ
た
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
肉
を

「
ジ
ビ
エ
」
と
し
て
加
工
販
売
す
る
会

社
「
F
u
r
r
y
m
e
a
t
」
を
1
年

の
準
備
期
間
を
経
て
、
設
立
さ
れ
ま
し

た
。「
お
か
げ
さ
ま
で
、
現
在
ま
で
無

事
故
、
無
違
反
で
い
ら
れ
た
。
栄
村
の

人
た
ち
に
も
っ
と
野
生
の
肉
を
食
べ
て

も
ら
い
た
い
し
、
将
来
的
に
ジ
ビ
エ
が

村
の
特
産
品
と
な
っ
て
、
活
性
化
に
繋

げ
ら
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
自
分
で
獲
っ
て
さ
ば
い
た

ジ
ビ
エ
を
村
内
の
各
集
落
で
提
供
で
き

る
移
動
居
酒
屋
の
活
動
も
視
野
に
入
れ

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

（
取
材
　
特
命
対
策
課
）

▶
北
野
神
社
拝
殿

▶
鰐
口
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で
す
。
そ
れ
ら
は
一
種
の
ブ
ー
ム
の
よ
う
な

こ
と
が
多
く
、
一
時
的
な
効
果
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
地
域
の
魅

力
を
長
期
で
伝
え
る
に
は
ま
ず
生
活
の
満
足

度
、
楽
し
さ
を
向
上
さ
せ
、
地
域
に
暮
ら
す

人
々
が
日
々
の
生
活
を
楽
し
み
、
周
囲
に
誇

れ
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
生
活
の
様
子
を
発

信
し
続
け
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
喜

び
や
楽
し
さ
は
伝
わ
っ
て
い
く
」
が
私
の
持

論
で
す
。
そ
ん
な
暮
ら
し
に
憧
れ
や
興
味
を

持
っ
て
頂
く
こ
と
が
地
域
お
こ
し
の
一
つ
の

形
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
学
ん
で
い
く

新
人
で
す
が
、
協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
更

に
多
く
の
人
に
栄
村
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

栄
村
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

石
川 

泰
正
）

斜
面
で
雪
崩
や
が
け
崩
れ
が
起
き
ま
す
。
そ

れ
が
川
の
よ
う
に
筋
に
な
り
、
縦
の
窪
み
を

作
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

紹
介
し
た
名
所
以
外
に
も
、
数
多
く
の
場

所
で
雪
が
も
と

に
な
り
出
来
上

が
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

改
め
て
、
私
た

ち
は
雪
と
共
に

暮
ら
し
て
い
る

の
だ
な
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

（
文
責　

越
智
）

　

栄
村
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
の
1

月
よ
り
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
秋
山
に
着
任
し
ま
し
た
石
川 

泰
正
（
や

す
ま
さ
）
と
申
し
ま
す
。

　

出
身
は
神
奈
川
県
小
田
原
市
で
す
。
城
、

蒲
鉾
、
梅
干
し
で
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
進
学
と
就
職
・
転
勤

を
機
に
東
海
地
方
を
移
り
住
ん
で
い
て
、
今

回
の
栄
村
で
8
箇
所
目
の
居
住
地
と
な
り
ま

し
た
。

　

自
分
を
変
え
た
い
、
そ
れ
が
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
な
ろ
う
と
し
た
一
番
の
理
由
で
し

た
。
今
ま
で
の
自
分
が
し
て
こ
な
か
っ
た
未

知
の
体
験
、
生
活
の
中
に
こ
そ
考
え
方
、
生

き
方
を
変
え
る
何
か
を
得
ら
れ
る
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
栄
村
、
秋
山
郷
と
の
出
会
い
は

偶
然
で
募
集
地
域
を
調
べ
始
め
た
時
、
ふ
と

目
に
留
ま
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
冬
の
栄

村
の
景
色
は
ま
さ
に
未
知
と
の
出
会
い
で
し

た
。
た
だ
そ
の
環
境
に
慣
れ
て
し
ま
う
だ
け

だ
と
今
ま
で
の
生
き
方
と
変
わ
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
環
境
か
ら
何
を
学
ん
で
い
き
、

自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
、
人
の
役
に
立
つ

方
法
は
何
か
、
そ
れ
を
常
に
考
え
る
こ
と
が

今
後
の
一
番
の
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

今
で
は
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
地
域

お
こ
し
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
評
価
は

グ
ル
メ
や
観
光
、
文
化
遺
産
登
録
等
の
知
名

度
、
経
済
効
果
と
い
う
点
が
伝
え
ら
れ
が
ち

　

年
末
か
ら
こ
の
ひ
と
月
ほ
ど
の
間
で
多
く

の
雪
が
降
り
ま
し
た
ね
。
毎
年
の
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
一
日
で
1
ｍ
近
く
積
も
る
日

が
、
二
、三
日
も
続
く
と
除
雪
で
体
も
疲
れ

て
く
る
も
の
で
す
。

　

で
す
が
、
雪
が
降
ら
な
い
日
が
続
い
て

も
や
っ
ぱ
り
な
ん
だ
か
落
ち
着
か
な
い
気
に

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
の
も
こ
の
地
域

な
ら
で
は
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
地
域
で
雪
は
、
八
千
年
ほ
ど
前
か
ら

多
く
降
り
始
め
た
そ
う
で
す
。
長
い
期
間
私

た
ち
は
雪
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
の
で
す
ね
。

そ
ん
な
、
私
た
ち
の
生
活
と
共
に
あ
る
雪
で

す
が
、
こ
の
地
域
の
名
所
を
つ
く
る
も
と
に

な
っ
て
い
る
の
も
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
野
々
海
池
の
湿
原
や
、
苗
場
山
山

頂
の
湿
原
。
山
頂
に
は
基
本
的
に
は
川
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
湿
原
の
水
は
雨
か
、
冬
に
大

量
に
降
る
雪
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
苗

場
山
頂
が
「
神
の
苗
代
田
」
と
呼
ば
れ
る
由

来
に
な
っ
て
い
る
、
池
塘
（
ち
と
う
）
と
い

う
小
さ
な
池
は
、
ち
ょ
う
ど
雪
の
降
り
始
め

た
八
千
年
前
こ
ろ
か
ら
で
き
始
め
た
そ
う
で

す
。

　

ま
た
、
夏
も
冬
も
雄
大
な
景
色
を
見
せ
て

く
れ
る
鳥
甲
山
。
山
壁
に
縦
の
窪
み
が
多
く

入
り
、
剣
の
よ
う
で
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

こ
の
縦
の
窪
み
も
、
雪
の
お
か
げ
で
出
来
て

い
る
よ
う
で
す
。
多
く
の
雪
が
降
り
、
急
な

秋
山
協
力
隊
通
信
vol.32

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信（
33
）

▶
冬
の
鳥
甲
山

ジ
オ
サ
イ
ト
巡
り（
座
学
）の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　
２
月
９
日（
金
）　
18
時
30
分
～
20
時

　
参
加
無
料
・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
今
年
の
ガ
イ
ド
認
定
検
定
と
、
平
成
30
年

度
の
ジ
オ
サ
イ
ト
巡
り
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

【
持
ち
物
】　
筆
記
用
具
な
ど

【
会
場
】　
津
南
町
な
じ
ょ
も
ん

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　
☎
０
２
５-

７
６
５-

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。



保健だより
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子どもが成長するための栄養は、「食べ物による栄養」と「感覚の
栄養」どっちも大事！！ ～感覚あそびをいっぱい楽しみましょう～

おうちでも無理強いせず、楽しくいろんな感覚の栄養をお子さんに与えてあげてください！

　　①身体の中心がしっかりする　→　マット横転（コロコロ）、ブリッジ
　　②手や足で支える　→　手押し車、雑巾がけ、トンネルくぐり、ブリッジ
　　③手や足を動かす　→　ジャングルジム、うんてい、けんぱ、平均台
　　④手先を器用に使う　 →　※体幹が整うと、手先も上手に
　　　　　　　　　　　　　　　使えるようになってきます
　触覚やバランス感覚、力・動きの感覚には、ボールプールや粘土、ブランコ、
トランポリン、シーツブランコなどがおすすめ。
　保育園では、毎週、週に３回サーキット運動やリズムあそびを取り入れて、
お子さんの感覚の栄養もしっかりと与えてくれています！！

　いま、巷には乳幼児向けのアプリや動画がたくさんあるのがご存知かと思います。「し
つけアプリ」→妖怪や鬼からの電話など子どもを脅かして言うことを聞かせる。「あや
しアプリ」→赤ちゃんを泣きやませたり、笑わせる。その他、「寝かしつけアプリ（怖
い話で寝るように仕向けるもの）」、「知育アプリ（教育的効果の検証がはっきりしてい
ないもの）」など、数えきれないほどのものがありふれています。
　アプリを使うことの何がいけないの？何が問題なの？と思われる方もいらっしゃるかもしれません。そ
のしつけのプロセス（過程）は大丈夫でしょうか。しつけの基本は、信頼関係の中で、適切に行われる
こと、そして、子どもの自尊心を傷つけないような方法が望ましいと言われています。脅したり、怒鳴っ
たりするしつけのマイナスの影響は各種の研究で明らかにされているようです。もちろん、家庭によっ
てしつけの考え方は様々だと思うので絶対にアプリを使ってはいけないというわけではありませんが、
しつけのプロセスが親子関係も育てていることを忘れないでいてほしいなと思います。
　朝はなるべく決まった時間に起きる、夜も決まった時間にお風呂やお布団に入るなど、大人が意識し
て生活習慣のリズムを作ることで、子どもも良い生活習慣リズムが出来上がるものだと思います。子どもは、
お父さんやお母さんの声や関わってもらうことが大好きです。しつけだけでなく、日頃も親子の関わり
でもDVDやタブレットだけに頼らず、時間や気持ちに余裕のあるときは、子どもに歌を歌ったり、絵本
を読んだりする時間が増えるといいですね。（参考文献：月間母子保健第698号）

☆オススメのあそび（例）はこちら！

☆スマホやタブレットを使った「しつけ」について

　顔や性格が違うように、発達ペースは人それぞれです。でも、発達の順番はみんな
一緒です♪○歳だからこうでなくちゃいけないと考えるよりも、お子さんの発達の段
階や順序に沿って経験をさせてあげることが大切です。
　身体の発達は、身体の軸（体幹）がしっかりしてから、手や足が自由に動かせるよ
うになり、その先の発達として、手先を器用に動かせるようになっていくのが発達の
順番なのです。



岳北地域＆津南町情報コーナー

津 南 町 飯 山 市

木島平村 野沢温泉村

広 報 さ か え平成30年 2月1日 （12）

　第18回冬季オリンピックは、1998年2月７日から22日まで
長野市を中心に、山ノ内町、白馬村、軽井沢町、野沢温泉村
の各会場で開催
されました。本
展では、感動と
興奮の16日間を
記事、写真、実
物資料などによ
り振り返ります。

　スキーなどを目的に来村されるお客様や村民の皆さんに
村内施設を広く周遊してもらい多くの村の魅力に触れてい
ただくことを目的に、冬のスタンプラリー2018を開催します。
冬の木島平村を満喫しながらスタンプ設置施設をめぐり、
集めたスタンプで豪華景品や非売品などのレアな商品をゲッ
トしましょう！

■日時　3月24日（土）　13:30開演（13:00開場）
■会場　飯山市文化交流館 なちゅら　大ホール
■チケット　一般 1,500円　中学・高校生 1,000円
　　　　　   4歳以上小学生 500円　
※全席自由、3歳以下入場不可
※前売券販売は3月23日（金）まで
■出演　水嶋一江　鈴木モモ　田実峰子　蓮見郁子

◇会　期：2月3日（土）～3月3日（土）
◇入場料：無料

■期　間　2018年6月10日（日）まで
■会　場　日本スキー博物館
  （長野県下高井郡野沢温泉村）
■開館時間　午前９時～午後４時
■休館日　木曜日
■観覧料　一般 300円　小中学生 150円

■開催期間　3月11日（日）まで
※スタンプカードは、道の駅ファームス木島平やスタンプ設置

場所で配布しています。

【問合せ先】飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　 ☎0269-67-0311

【連絡先】日本スキー博物館　☎0269-85-3418

【問合せ先】木島平村産業ネットワーク協議会
　　　　  　☎0269-62-2201
　　　　　 URL　http://kijimadaira.org/event/1464

第8回Myコレクション展
開催中！！

ストリングラフィ・アンサンブル
糸の森の音楽会

　さまざまなコレクションが、なじょもんに集結します。
驚きに満ちたコレクションの数々を、どうぞお楽しみください。
【レセプション】
　2月3日（土）午前10時より、出展者にコレクションの紹
介をしていただきます。どなたでもご参加いただけますので、
お気軽にお越しください。

冬の木島平をぐるぐる
めぐって　豪華景品をGET！
冬のスタンプラリー2018

長野オリンピック・パラリンピック開催
20周年事業東京2020応援プログラム

「長野オリンピック感動と興奮の16日間」

　世界にたった一つの楽器、「ストリングラフィ」による演奏。
楽器の仕組みなどを分かりやすく説明しながら進行をしてい
きます。プログラムの中には、観客の方にも参加してもらうコー
ナーもあります。
「ストリングラフィ」とは
　1992年、作曲家の水嶋一江によっ
て考案されたオリジナル楽器。
糸電話の原理を応用しており、絹糸
の両端に紙コップを取りつけた非常
にシンプルなものです。演奏者が、
絹糸を手で擦ったりはじいたりして
音を出し演奏を行います。会場全体
に糸を張り巡らせ、観客は、まるで
大きな楽器の中で、演奏を聴いている気分になれます。

▲昨年のレセプションの様子



編集後記

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関

飯 山 市 0 5 120

木 島 平 村 1 0 31

野沢温泉村 0 0 32

栄 村 0 0 16

管 轄 外 等 0 0 0

消火より　防火が先の　心がけ

12月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署
との応援協定による
出動を含みます。

飯山日赤　2
津南病院　5
そ の 他　8
不 搬 送　1

最高気温 11.5℃ 12月3日（日）
最低気温 -4.3℃ 12月18日（月）
平均気温 0.6℃ 総雨量 268.5㎜

世帯数 839世帯 前月比-2
総人口 1931人 -2

男 933人 ±0
女 998人 -2

出生 1

死亡 3

転入 2

転出 2

世帯と人口（1月1日現在） 12月中の異動

栄村の気象（12月）

（13） 平成30年 2月1日広 報 さ か え

◀一斉放水の様子
　背景には富士山も
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2月の納税等
○固定資産税　○国民健康保険税
○介護保険料　○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　○合併浄化槽使用料
○保育料　○農業集落排水処理使用料
○簡易水道料　○温泉休憩所使用料
○雪害救助負担金
納期限は 2月28日（水）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

口座振替日
　農協・郵便局 2月22日（木）
　八十二銀行・県信 2月26日（月）

　先日東京都武蔵村山市で行われた消防の
出初式に行ってきました。
　栄村では昨年から無火災が続いています。
1日でも長く続けられるよう火の取扱いには
十分気をつけましょう。裕
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栄 村 議 会 報 （14）平成 30 年 2 月 1 日

内容：○林活議連視察報告　○平成29年第4回定例会・主な可決案件　○平成29年度予算推移
　　  ○一般質問8名

10月24日に行われた林活議連視察について報告します。　※参加者：議員9名・事務局1名

林活議連視察報告:須坂市仙仁地区「広葉樹更新伐採」・
長野市保科温泉「木質バイオマスペレットボイラー」

産業社会常任委員会委員長　松尾  眞

  I.須坂市仙仁山地区での天然林更新伐施業地

a）視察対象として選択した理由
　栄村の森林において大きな面積を占めるのが広葉樹林であることから、北信地域振興局林務課か
ら提示された視察先リストの中から「天然林更新伐施業地」を視察対象地として選択した。

b）地元組織である一般財団法人仁礼会の存在とその活動
　天然林更新伐が実施された須坂市仙仁山地区の天然林は、地元民で構成する一般財団法人仁礼会
が保有するもの。
　仁礼会が保有する山林面積は1690haで、須坂市全体面積の約11%、須坂市森林面積の約20%
を占める。また、仁礼会保有山林のうち553ha（33%）が天然林である。
　仁礼会は326戸（うち休会7戸）で構成され、下草刈り、枝打ち等に無償出役している。当初は
抵抗感があったと言うが、こうした作業が毎年実施されていることに驚いた。
　理事長は常勤職で、保有林の状況を熟知している。このことが、今回の天然林更新伐を可能にし
た土台であると認識した。

c）長野森林組合による施業
　施業は平成27年11月の現地調査から始まり、とくに販路開拓・出荷先の確保を重視しながら準
備を進め、平成28年11月～12月に事業実施された。
　長野森林組合・西沢氏は、「仁礼会理事長の頭の中に山の様子がほとんど入っていたことが事業のベー
ス」と言っていた。
　広葉樹材の需要動向を調べ、伐採事業に幅を持たせ、需要に応じた出材を行ったことを強調して
いた。
　集材方法はスイングヤーダで、事業実施面積3.20ha、生産量766.16t、生産性は目標値3.0（t/人・
日）に対して実績値3.71、売上額は851万1,851円、トン当たり11,123円。



栄 村 議 会 報（15） 平成 30 年 2 月 1 日

◀天然林更新伐実施
地の全体像

伐実施後に発芽したもの▶

　「課題・反省点」として、「現場を決めてから販売先を探すのでは順序が逆」とされ、同時に「事
業を継続して材を安定的に供給できるようにならないと顧客は作れない」とも指摘し、さらに「事
業を継続させるためには基盤を整えなければならない（事業地の確保、技術力、マーケティング等）」
ともしている。
　販売材を得る目的で広葉樹林を伐採する事業はまだ事例が少なく、広葉樹更新伐の事業化には、
パイオニア的な事業として事業地の確保と販売先の確保の同時進行的な調査・検討を深めていくこ
とが求められていると受けとめた。
　売上実績区分を見ると、ミズナラ薪材が重量比47%、売上比51%を占めている。長野森林組合
の説明では、伐採実施広葉樹林ではミズナラ、コナラの率が高いほどよいと報告された。仙仁山地
区の伐採実施の場合、成立本数の約3割がミズナラ以外であった。

d）天然林更新伐実施現場の視察
　バスで林地内を片道10分間ほど走ったが、下草刈りがしっかりと行われ、林地内の見通しが良
いことが印象的であった。
　更新伐実施地の状況は、以下の写真のとおり。
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　伐実施現場はかなりの急勾配地であったことから、「皆
伐後、大雨などがあった場合に土砂崩れ等が発生する危
険はないか」と質問した。「切り株自体が土壌を保持す
る力を相当に持っている。また、伐採時に切らなかった
幼樹もかなり育っているので、それも土壌を保持するの
に役立つ」との回答であった。

e）今後の課題
　栄村もまた村面積の約90%を山林が占め、かつ、広葉
樹林面積が広い（針葉樹林面積の約2倍）。しかし、伐
採事業実施のほとんどが人工林の針葉樹である。広葉樹
林をどのように扱うかが大きな課題の1つだと思うが、
今回の視察からは、事業計画・実施よりも以前の段階、
まずは村内林地状況のしっかりした把握が必要であるこ
とを痛感した。
　仙仁山地区での事業実施の土台には、先にも記したよ
うに、（一財）仁礼会の存在とその日常活動がある。栄
村村内の各集落の生産森林組合等の活性化をどのように
実現していくかを真剣に考えなければならないと痛感し
た。

  II.保科温泉木質バイオマスペレットボイラー

　木質バイオマスペレットボイラーの設置・利用については、平成28年度視察と重なるところもあり、
特異な新しい知見はなかった。
　温泉は一般客（市民及び観光客等）用の施設と、高齢者福祉温泉施設の2つから成っている。高
齢者福祉温泉施設の利用時間は昼間であるが、高齢者福祉の増進に積極活用されていることは注目
点の1つである。
　温泉は現在、指定管理で東京の民間会社に委託されているが、入浴料は施設所有者の長野市が決
定しているとのこと。温泉が住民福祉の増進を図るための施設であることから、そのようにされて
いると考えられ、栄村の温泉施設の管理・運営のあり方を考えるうえで参考になると思われる。
以上

▲更新伐された林地の表面の様子
　伐採による切り株、伐実施前に育ち始めてい

た幼樹の成長が見られる

保科温泉設置の木質
バイオマスペレットボイラー▶
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区　分 当初予算 6月補正 7月補正 9月補正 12月補正 現在の予算額 増減額 増減率（％）
一般会計 3,560,000 65,555 50,313 25,088 162,819 3,863,775 303,775 108.53

特別会計

国民健康保険
（事業勘定） 274,638 81 4,167 892 279,778 5,140 101.87

国民健康保険
（施設勘定） 139,330 ▲ 1,717 1,618 139,231 ▲ 99 99.93

秋山診療所 6,462 2,600 9,062 2,600 140.24
後期高齢者医療 30,237 30,237 0 100.00

介護保険 404,040 214 9,812 205 414,271 10,231 102.53
簡易水道 173,215 98 6,800 ▲ 3,361 176,752 3,537 102.04
生活排水 78,252 78,252 0 100.00

農業集落排水 15,845 15,845 0 100.00
スキー場 105,392 4,712 4,519 114,623 9,231 108.76

ケーブルテレビ 22,408 4,788 27,196 4,788 121.37
合　計 1,249,819 1,285,247 35,428 102.83

◆平成29年度　栄村予算推移◆ 単位：千円

※▲は減額　※平成29年度から介護サービス特別会計は、業務が社会福祉協議会に移管となったため無くなりました。

12月定例会・主な可決案件
案　件　名 内　　容

◆―専決処分について―
平成29年度栄村一般会計補正予算（第4号）

・衆議院議員総選挙事務費、ダイヤ改正に伴う秋山線バス代替事
業費

・補正額：10,404千円

◆―専決処分について―
平成29年度栄村一般会計補正予算（第5号）

・平成29年10月23日発生した台風21号災害の復旧事業費
・補正額：99,724千円

◆平成29年度栄村一般会計補正予算（第6号） ・人事異動による職員人件費、社会福祉協議会運営費補助金など
・補正額：52,691千円

◆平成29年度栄村国民健康保険特別会計（事業
勘定）補正予算（第3号）

・国保保険者システム改修委託料、特定健診等委託料（減額）
・補正額：892千円

◆平成29年度栄村国民健康保険特別会計（施設
勘定）補正予算（第3号）

・医療機器リース料など
・補正額：1,618千円

◆平成29年度栄村介護保険特別会計補正予算
（第3号）

・居宅介護住宅改修費など
・補正額：205千円

◆平成29年度栄村簡易水道特別会計補正予算
（第3号）

・給水管に係る修繕料、各事業の完了に伴う設計・施行管理費と
工事費の減額

・補正額：▲3,361千円

◆栄村福祉医療費給付金条例の一部を改正する
条例の制定について

・9月定例会で平成30年8月診療分から中学校卒業までの対象年
齢について現物給付方式を導入する条例改正を可決したが、そ
の後の県の調査でこの対象年齢を高等学校卒業までとした自治
体が多く、それにならうべく条例改正を行うもの

◆栄村営住宅の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

・入居者の資格で、同居親族の要件が廃止されたため削除、単身
者でも可能となったなど

◆栄村固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて ・広瀬隆司氏（森・新任）・関谷美彦氏（月岡・再任）

―追加議案―
◆栄村教育委員会委員の任命について

・現教育委員の任期が平成29年12月19日をもって満了となるため
・斉藤富美江氏（切欠）
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。
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安
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Ａ
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さ
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独
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が
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。
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う
事
で
考
え
て
い
る
。

高
す
ぎ
る
国
保
税
を
払
え
な
い

滞
納
世
帯
は
２
０
１
６
年
現
在
、

３
１
２
・５
万
世
帯
で
全
加
入
世
帯
の
15
％
を

超
え
、
６
軒
に
１
軒
が
払
え
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

都
道
府
県
化
が
２
０
１
８
年
度
か
ら
始
ま

る
。
栄
村
の
住
民
生
活
に
ど
の
様
な
影
響
を

与
え
る
の
か
。
ま
た
、
保
険
税
の
増
減
は
ど

う
な
る
の
か
。

現
在
の
保
険
よ
り
高

く
な
る
試
算
が
出
て
い

る
。
但
し
、
半
数
以
上
は
65
歳
以
上
で
、
財

政
調
整
基
金
の
繰
入
で
、
出
来
れ
ば
値
上
げ

し
な
い
方
向
で
進
め
た
い
。
滞
納
者
へ
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
は
今
の
と
こ
ろ
無
い
。
ま
た
、
滞
納

者
や
滞
納
金
額
に
つ
い
て
は
会
計
税
務
課
と

も
協
議
し
な
が
ら
処
理
を
し
て
い
る
。

地
元
の
皆
さ
ん
、
村
内
外
の
皆
さ

ん
の
協
力
で
発
掘
さ
れ
た
「
ひ
ん

ご
遺
跡
」
で
あ
る
が
、
出
土
品
は
い
つ
戻
っ
て

来
る
の
か
。
ま
た
戻
っ
て
来
た
時
の
対
応
は
。

発
掘
さ
れ
た
現
地
の
標
示
等
に
つ
い
て
伺
う
。

県
の
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
関
係

の
作
業
は
か
な
り
進
ん
で
い
る

と
思
う
。
当
初
の
想
定
よ
り
発
掘
さ
れ
た
出

土
品
の
量
が
か
な
り
多
か
っ
た
事
か
ら
、
そ
の

後
の
調
査
・
整
理
・
復
元
作
業
等
に
予
定
よ

り
時
間
を
要
し
て
い
る
と
も
聞
い
て
い
る
。
調

査
の
完
了
後
に
地
元
の
自
治
体
か
ら
県
の
教

育
委
員
会
に
譲
り
受
け
の
申
請
を
行
っ
て
出

土
品
を
譲
与
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
9
月

現
在
、
土
器
、
土
器
片
を
含
め
、
出
土
さ
れ

た
物
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
箱
で
約
4
0
0
箱
位
、

大
型
段
ボ
ー
ル
で
10
箱
位
、
今
ま
で
調
査
さ

れ
た
フ
ァ
イ
ル
が
数
十
冊
と
聞
い
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
物
が
平
成
30
年
度
以
降
に
譲
与
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。「
ひ
ん
ご
遺
跡
」

に
関
す
る
看
板
の
よ
う
な
物
、
現
地
で
発
掘

さ
れ
た
敷
石
等
も
含
め
た
総
体
的
な
「
ひ
ん

ご
遺
跡
」
を
説
明
出
来
る
内
容
の
物
に
つ
い

て
は
、
県
の
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
や

地
元
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

少
子
高
齢
化
で
人
口
が
減
少
す
る

中
で
、
昔
か
ら
の
伝
統
芸
能
「
獅

子
舞
」
等
を
文
化
の
継
承
と
し
て
支
援
す
る

考
え
は
。

個
人
個
人
、
一
人
一
人
の
心

の
持
ち
方
、信
仰
心
、そ
う
い
っ

た
事
に
も
繋
が
っ
て
く
る
と
思
う
。
獅
子
舞
の

継
続
な
ど
は
地
域
文
化
と
し
て
大
変
大
事
な

事
で
あ
る
が
、
神
事
で
も
あ
る
。
基
本
的
に
は

各
集
落
の
皆
さ
ん
の
話
し
合
い
の
中
で
、
地

区
に
お
い
て
決
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。
文
化
の
継
承
や
後
継
者
の
育
成
に
つ
い

て
は
大
き
な
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
の
故
郷
学
習
、
故
郷
教
育
に
力
を
注

い
で
い
く
中
、
各
生
涯
学
習
関
係
事
業
、
公

民
館
事
業
等
々
の
見
解
か
ら
も
地
域
を
担
う

若
い
人
材
の
活
躍
に
繋
が
っ
て
く
れ
る
事
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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教
育
長

教
育
長

質
問
質
問

質
問
質
問

種
子
法
廃
止
に
よ
る

米
、
麦
、
大
豆
の
供
給

が
不
安
定
に
な
る
恐
れ

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

今
は
県
と
同
じ
行
動
と

い
う
事
で
考
え
て
い
る
。

ひ
ん
ご
遺
跡
の
出
土
品
は

い
つ
戻
っ
て
来
る
の
か
。

平
成
30
年
度
以
降
に
譲

与
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

齋
藤
康
夫
議
員

月
岡
利
郎
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

質
問
質
問 地

域
の
伝
統
芸
能
の
認
定
と

後
継
者
育
成
に
つ
い
て

種
子
法
廃
止
法
案
の
問
題
点

に
つ
い
て

教 育 長

村 長

教
育
長

教
育
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

ひ
ん
ご
遺
跡
の
出
土
品
返

還
に
向
け
て
の
対
応
策
と

現
状
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者

都
道
府
県
化
に
伴
う
栄
村

の
状
況
に
つ
い
て



地
方
公
共
団
体
は
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
事
を
基
本
と
し
て
行

政
を
自
主
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
役
割

を
担
う
も
の
。
そ
の
中
で
栄
村
は
財
政
力
指

数
は
長
野
県
77
地
域
の
中
で
75
番
目
と
財
政

力
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。現
在
職
員
数
74
名
、

臨
時
職
員
26
名
の
現
状
に
ど
う
課
題
を
見
て

い
る
の
か
。
将
来
に
向
け
て
の
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
職
員
研
修
に
つ
い
て
も
伺
う
。

長
野
市
は
大
き
い
か
ら
職
員
は

多
い
、
栄
村
は
小
さ
な
村
で
財

政
規
模
も
小
さ
い
か
ら
職
員
も
少
な
く
て
済

む
と
い
う
事
は
成
り
立
た
な
い
。
長
野
市
で

1
0
0
の
事
業
を
行
え
ば
栄
村
も
1
0
0
の

事
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
職
員
を

減
ら
し
て
も
い
い
方
向
に
向
け
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
し
か
し
、
財
政
規
模
に
あ
っ
た
職
員
体

制
に
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
間
で
出
来

る
も
の
は
民
間
に
移
し
た
い
と
考
え
る
。
定
員

管
理
計
画
で
74
名
か
ら
72
名
に
し
た
い
。

地
方
公
務
員
法
第
39
条
を
基

に
、
昨
年
度
末
に
人
材
育
成

計
画
を
策
定
し
、階
級
、経
験
年
数
等
を
鑑
み
、

計
画
的
、
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
然
保
護
審
議
会
で
は
開
発
行
為

の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
自

然
保
護
の
関
係
で
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

栄
村
の
総
合
振
興
計
画
で
私
ど
も
の
域
を
超

え
る
問
題
が
あ
る
の
で
手
を
付
け
ら
れ
な
い
様

な
話
も
出
て
い
る
。
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
捕
っ
て
い

く
、昆
虫
類
を
捕
っ
て
い
く
、秋
山
に
あ
る
チ
ャ

ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
は
収
集
家
に
持
ち
去
ら
れ
て
い
る

情
報
が
入
る
な
ど
守
ら
れ
な
い
自
然
は
滅
び

て
い
く
。
自
然
保
護
審
議
会
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

栄
村
の
貴
重
な
宝
物
、
財
産
が
消

え
て
し
ま
う
と
い
う
事
に
つ
い
て
は

早
急
に
担
当
部
署
を
通
じ
て
審
議
会
を
開
き
、

守
る
も
の
に
つ
い
て
は
守
る
。
台
帳
整
備
等
を

し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

栄
村
と
し
て
ど
う
し
て

も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
で
あ
れ
ば
規
制
基
準
を
設
け
、
何
が

出
来
る
か
調
査
研
究
す
る
必
要
が
当
然
出
て

く
る
と
思
う
。

10
月
23
日
未
明
、
台
風
21
号
の
影

響
に
よ
り
、
長
瀬
～
笹
原
間
で
土

砂
崩
落
が
あ
り
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
11
月
28

日
の
説
明
会
で
、「
12
月
10
日
前
後
で
片
側

通
行
出
来
る
が
、
雪
が
50
㎝
以
上
（
現
在
は

1
5
0
㎝
以
上
）
降
れ
ば
通
行
止
め
と
な
る
」

と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
迂
回
路
と
な
る
長
瀬
横

倉
停
車
場
線
（
原
向
～
長
瀬
間
）
は
道
幅
が

狭
く
、
冬
期
間
危
険
な
箇
所
も
多
い
の
で
安

全
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

１
週
間
ほ
ど
早
く
片
側
通
行
を
実

施
し
た
。
原
向
か
ら
下
る
危
険
箇

所
は
建
設
事
務
所
で
簡
易
な
対
策
は
取
っ
て

い
る
。

迂
回
路
対
応
措
置
は

急
こ
う
配
区
間
の
対

応
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
、
冬
期
間
の
機
械

除
雪
、
塩
カ
ル
散
布
の
頻
度
を
上
げ
る
よ
う

要
望
。
建
設
事
務
所
か
ら
の
情
報
を
住
民
の

皆
さ
ん
に
速
や
か
に
周
知
す
る
。

説
明
会
の
時
に
も
お
願
い
し
た
が
、

信
号
機
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

志
久
見
橋
は
昭
和
38
年
10
月
に
完

成
し
54
年
に
な
る
。
老
朽
化
も
進

み
道
路
も
狭
く
カ
ー
ブ
も
急
で
、
冬
期
間
は
ス

リ
ッ
プ
事
故
等
も
あ
り
危
険
な
場
所
で
あ
る
。

雪
坪
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
か
ら
旧
宝
山
荘
の
上
の

道
路
に
繋
が
る
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
出
来

な
い
か
。
困
難
で
あ
れ
ば
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
を

延
長
し
、
旧
宝
山
荘
入
口
の
道
路
の
整
備
が

出
来
な
い
か
伺
う
。

千
曲
川
を
渡
っ
て
物
産
館
の
方
へ

橋
を
架
け
る
、
東
部
地
区
会
長
名

義
で
要
望
、
陳
情
を
し
た
経
過
が
あ
る
。

老
朽
化
、
道
幅
が
狭

い
と
い
う
事
は
県
も
承

知
し
て
い
る
。
平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
橋

梁
点
検
の
結
果
は
、
舗
装
な
ど
傷
み
は
あ
る

が
深
刻
な
損
傷
は
認
め
ら
れ
な
い
。
現
在
の

交
通
量
か
ら
比
較
し
て
も
補
修
程
度
で
対
応

で
き
る
。
県
は
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
を
延
伸
す
る

予
定
は
無
い
。
宝
山
荘
か
ら
交
差
点
ま
で
の

道
路
改
良
を
十
日
町
地
域
振
興
局
地
域
整
備

部
へ
要
望
し
、
今
年
度
は
地
形
測
量
を
実
施
。

期
成
同
盟
会
を
立
ち
上
げ

て
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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台
風
21
号
に
よ
る
長
瀬
～
笹

原
間
の
土
砂
災
害
に
つ
い
て

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

志
久
見
橋
整
備
に
つ
い
て

雪
坪
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
を
延

長
し
、
旧
宝
山
荘
入
口
の
道

路
整
備
が
出
来
な
い
か
。

十
日
町
地
域
振
興
局
地

域
整
備
部
へ
要
望
、地

形
測
量
を
実
施
。

桑
原
武
幸
議
員

質
問
質
問

村
長
村
長

質
問
質
問

村
長
村
長

産業建設課長

質
問
質
問 自

然
保
護
審
議
会
に
つ
い
て

村
長
村
長

職
員
体
制
の
課
題
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
。

財
政
規
模
に
あ
っ
た
職

員
体
制
に
整
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

相
澤
博
文
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問 行

政
サ
ー
ビ
ス
と
職
員
体
制

に
つ
い
て

副
村
長

副
村
長

村 長

要
望
要
望

桑
原
議
員

桑
原
議
員



空
き
家
再
生
の
今
後
に
関
し
て
は

過
去
の
一
般
質
問
の
答
弁
の
中
で

改
め
て
空
き
家
の
調
査
を
し
、
進
め
る
と
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
空
き
家
バ
ン
ク
も
立
ち
上
げ

た
様
だ
が
、
そ
れ
が
ど
の
様
な
機
能
を
有
し

展
開
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
進
め
た

志
久
見
住
宅
も
入
居
者
も
決
ま
り

地
域
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
整
備
で
き
る
空
き
家
に
関
し
て
は
整
備

し
て
い
く
。
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
家
を

借
り
る
に
も
水
回
り
の
改
修
は
必
須
に
な
る

と
思
う
。
そ
う
す
る
と
今
の
50
万
、
10
万
の

補
填
事
業
で
は
無
理
だ
と
考
え
て
い
る
。
総

合
的
に
事
業
の
見
直
し
も
含
め
取
り
組
む
よ

う
担
当
部
署
に
指
示
し
て
あ
る
。

年
間
に
何
戸
と
い
う
様
な
目
標
を

持
ち
、
進
め
る
の
か
。

今
登
録
さ
れ
て
い
る
物
は
全
て
個

人
財
産
な
の
で
簡
単
に
手
は
出
せ

な
い
。
モ
デ
ル
的
な
物
を
つ
く
り
な
が
ら
次
へ

進
め
て
い
く
。津

南
か
ら
秋
山
間
の
路
線
バ
ス
・

ダ
イ
ヤ
削
減
を
機
に
、
秋
山
地
区

に
地
域
の
足
と
な
り
、
ま
た
観
光
案
内
等
に

も
使
え
る
様
な
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
」
的
な
運

行
シ
ス
テ
ム
は
出
来
な
い
か
。地
域
か
ら
は「
働

け
る
場
を
」
と
い
う
声
も
聴
い
て
い
る
。
今

ま
で
路
線
に
拠
出
し
て
き
た
補
助
金
等
鑑
み

て
も
財
源
の
確
保
に
も
目
途
が
つ
く
チ
ャ
ン
ス

と
思
う
が
ど
う
か
。

秋
山
地
区
の
交
通
に
は
総
合
的
に

見
直
し
が
必
要
と
い
う
事
で
住
民

福
祉
課
を
中
心
に
研
究
を
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
「
地
域
の
足
と
観
光
面
に
も
」
と
い
う
事

は
考
え
て
い
る
。
村
の
中
か
ら
起
業
し
て
く
れ

る
人
で
も
い
れ
ば
事
業
設
立
は
問
題
な
い
と
思

う
が
、
２
年
前
か
ら
運
転
手
を
募
集
し
て
き
た

が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
。

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
な
が
ら
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
を
利
用
で
き
な
い
か
。

募
集
が
可
能
で
あ
れ
ば
募
集
し
た

い
。
そ
う
す
れ
ば
村
と
し
て
も
企

業
起
こ
し
と
い
う
形
に
持
っ
て
い
け
る
。
募
集

し
て
来
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
取
り

組
め
る
も
の
は
取
り
組
ん
で
い
く
。

移
住
を
希
望
す
る
若
者
に
は
、
空

き
家
・
古
民
家
を
自
分
な
ど
の
手

で
徐
々
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
良
い
も
の
に
し
て

い
く
と
い
う
人
が
多
い
。
現
在
の
栄
村
の
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
な
ど
は
対
応
で
き
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

国
が
移
住
者
支
援
、
起
業
支
援
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
す
る
場
合
、
自
治
体
に
特
別

交
付
税
を
出
す
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
。
移

住
者
支
援
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
考

え
は
な
い
か
。リ

フ
ォ
ー
ム
関
係
の
事
業
は
見
直

し
を
か
け
る
。
移
住
支
援
へ
、
村

が
迎
え
入
れ
る
窓
口
も
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
村
の
窓
口
を
一
本
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

若
者
の
田
舎
回
帰
と
い

う
機
運
は
た
し
か
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に

関
わ
る
国
の
支
援
、
ま
だ
具
体
的
な
こ
と
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、活
用
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

移
住
者
支
援
に
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
任
期
終
了
者
の
活
用
が

望
ま
し
い
。
ま
た
、
協
力
隊
が
集
落
の
中
を

い
ろ
ん
な
こ
と
で
動
き
回
っ
て
い
る
こ
と
が
高

齢
者
の
元
気
の
源
に
な
っ
て
い
る
。
協
力
隊

を
終
え
た
人
が
協
力
隊
員
時
に
や
っ
て
き
た
集

落
の
色
ん
な
人
に
声
を
か
け
て
廻
る
仕
事
を

続
け
る
な
ら
ば
、
そ
れ
相
応
の
報
酬
を
出
す
、

移
住
者
を
獲
得
す
る
こ
と
自
体
が
仕
事
・
産

業
に
な
る
な
ど
村
が
協
力
隊
終
了
者
に
思
い

切
っ
て
そ
う
い
う
仕
事
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う

と
い
い
の
で
は
な
い
か
。

良
い
提
案
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

早
速
研
究
し
た
い
。

「
今
年
の
観
光
に
は
こ
う
い
う
成

果
が
あ
っ
た
」、「
問
題
点
が
あ
っ
た
」

と
か
、ど
う
考
え
て
い
る
か
。
観
光
客
の
動
態
、

反
応
を
ど
の
よ
う
に
つ
か
ん
で
い
る
か
。
昼
食

が
食
べ
ら
れ
る
場
所
、
秋
山
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
の
情
報
発
信
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
。

冷
夏
、
台
風
の
影
響
で
、
観
光
の

足
が
伸
び
て
こ
な
か
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
宣
伝
を
め
ぐ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
と

の
連
絡
が
密
で
な
か
っ
た
。
今
後
、
も
っ
と
早

め
な
観
光
宣
伝
に
取
り
掛
か
っ
て
い
き
た
い
。

ス
キ
ー
場
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
は
登
録
者
が
約

２
千
人
い
る
。

栄 村 議 会 報（21） 平成 30 年 2 月 1 日

村
長
村
長

質
問
質
問

質
問
質
問

村
長
村
長

特
命
対
策
課
長

特
命
対
策
課
長

質
問
質
問

秋
の
観
光
の
結
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
？

村
長
村
長

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を

立
ち
上
げ
た
が
、
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
。

総
合
的
に
事
業
の
見
直

し
も
含
め
取
り
組
む
。

阿
部
伸
治
議
員

質
問
質
問

村
長
村
長

質
問
質
問

村
長
村
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

秋
山
地
区
に
民
間
デ
マ
ン
ド

＋
α
構
想
を

空
き
家
再
生
事
業
の
進
捗
に

つ
い
て

質
問
質
問

移
住
者
の
住
宅
確
保
と

仕
事
の
確
保
に
つ
い
て

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
見

直
す
。
協
力
隊
終
了
者

の
活
用
を
研
究
す
る
。

松
尾
眞
議
員

質
問
質
問

人
口
対
策
、移
住・定
住
政
策
に
つ
い
て

村
長
村
長

村
長
村
長

村 長

村 長
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小
赤
沢
区
で
は
、【
ど
う
ろ
く
じ
ん
＝
ど
ん

ど
焼
き
】
を
１
月
15
日
（
小
正
月
）
に
行
っ
て

い
ま
す
。
数
年
前
、
区
の
総
会
に
て
、「
15
日

は
平
日
に
な
る
年
も
あ
っ
て
あ
ま
り
人
が
集
ま

ら
な
い
の
で
、
1
月
の
第
２
土
曜
日
に
し
た
ら

ど
う
か
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
29
年
の
ど
う

ろ
く
じ
ん
は
第
２
土
曜
日
で
あ
る
14
日
に
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
雪
で
や
ぐ
ら
回
り
の
除
雪

を
行
い
、
小
赤
沢
か
ら
近
隣
に
出
た
子
ど
も
や

孫
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
厄
年
の
人
達
が
お
菓
子

や
み
か
ん
等
を
ま
い
た
も
の
を
、
大
人
や
子
ど

も
が
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
２
土
曜

日
に
実
施
し
て
い
く
と
、
日
に
ち
が
だ
ん
だ
ん

若
く
な
り
、
2
0
2
2
年
に
は
1
月
9
日
に
実

施
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
小
赤
沢
区
で

は
、
道
路
除
雪
者
が
多
く
、「
第
2
土
曜
に
は

天
気
次
第
で
出
席
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
と

な
れ
ば
平
日
行
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
、
30
年
か
ら
は
こ
れ
ま
で

通
り
、
1
月
15
日
（
小
正
月
）
に
行
う
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
平
日
開
催
に
も
関
わ

小
赤
沢
区
長  

福
原 

弘
義
ら
ず
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
か
、
区
の

ほ
と
ん
ど
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

小
赤
沢
の
ど
う
ろ
く
じ
ん
は
、
火
入
れ
の

前
に
や
ぐ
ら
の
回
り
を
お
神
酒
で
清
め
、
そ

の
後
全
員
に
お
神
酒
を
配
り
ま
す
。
そ
し
て

午
後
4
時
に
区
長
と
厄
年
の
人
で
火
入
れ
を

行
い
、
点
火
後
は
、
思
い
思
い
に
無
病
息
災
・

家
内
安
全
を
願
っ
て
、
め
ぇ
だ
ま
の
木
（
ミ

ズ
キ
）
に
だ
ん
ご
や
餅
を
つ
け
た
も
の
を
こ

の
火
で
焼
い
て
食
べ
、「
習
字
が
上
手
に
な

る
よ
う
に
、
頭
が
よ
く
な
る
よ
う
に
」
と
願

い
な
が
ら
書
初
め
を
燃
や
し
ま
す
。
火
が
弱

く
な
っ
て
き
た
頃
、
厄
年
の
人
が
厄
を
み
ん

な
に
分
け
て
一
年
乗
り
越
え
よ
う
と
、
ミ
カ

ン
や
お
金
、
お
菓
子
等
を
ま
き
ま
す
。
又
甘

酒
や
お
酒
を
ふ
る
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
焼
け

た
灰
を
額
に
つ
け
て
帰
る
人
や
、
玄
関
に
飾

ろ
う
と
燃
え
た
松
の
炭
を
探
す
人
も
い
ま
す
。

昔
は
ど
う
ろ
く
じ
ん
の
灰
を
つ
け
た
雪
玉
を

持
ち
帰
り
、
自
分
の
家
の
屋
根
を
投
げ
越
す

と
火
除
け
に
な
る
と
い
っ
て
、
皆
黒
い
雪
玉

を
持
っ
て
帰
っ
た
そ
う
で
す
。



（23） 平成30年2月1日公民館報  さ か え

　

1
月
24
日
、
石
沢
進
先
生
が
す
い
臓

が
ん
の
た
め
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
新
潟
大
学
理
学
部
教
授
を

退
官
し
た
平
成
13
年
か
ら
、
村
内
植
物

調
査
を
開
始
。
以
後
、
栄
村
自
然
学
校

の
校
長
と
し
て
（
～
26
年
ま
で
）、
自
生

す
る
植
物
か
ら
栄
村
の
自
然
が
豊
か
で
あ

る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
村
民
向
け
希
少
植
物
講
座

や
栄
村
自
然
植
物
園
（
北
野
天
満
温
泉
奥
）

の
管
理
・
育
成
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

「
植
物
と
風
景
」「
写
真
で
見
る
ユ
キ
ツ
バ

キ
の
一
生
」「
栄
村
自
然
植
物
園
報
」
と
い
っ
た
栄
村
の
植
物
に
関
す
る
書
籍
も

発
刊
。
生
前
は
「
希
少
種
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
自
然
が
豊
か
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。
栄
村
に
生
息
す
る
希
少
種
を
植
物
園
に
定
植
し
、
そ
こ
に
行
け
ば
、

栄
村
の
特
徴
的
な
植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
植
物
園
を
め
ざ
し
た
い
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
だ
け
に
、
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
自
然
豊
か
な
栄
村
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
先

生
の
想
い
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
の
手
で
植
物
園
を
育
成
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

栄
村
に
は
「
冬
籠
り
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
雪
が
降
る
日
は
家
に
こ
も
っ

て
針
事
や
編
み
物
、
テ
レ
ビ
等
思
い
思
い

に
過
ご
す
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

雪
が
深
々
と
降
る
１
月
下
旬
、
栄
村
公

民
館
で
は
「
み
の
づ
く
り
研
究
会
」
を
開

催
し
、
技
術
の
掘
り
起
し
を
行
い
ま
し
た
。

材
料
は
秋
の
彼
岸
前
に
収
穫
し
た
「
ヒ
ロ

ノ
（
ミ
ヤ
マ
カ
ン
ス
ゲ
）」。「
一
人
で
は
不

安
だ
け
れ
ど
も
、
他
に
仲
間
が
い
れ
ば
思

い
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
方
３

名
（
桑
原
ト
キ
さ
ん
〈
中
野
〉、
藤
木
イ

こ
ら
�
せ
通
信

こ
ら
�
せ
通
信

こ
ら
�
せ
通
信

こ
ら
っ
せ
来
館
者
数

　

12
・
1
月
の
来
館
…
２
４
６
名

　

平
成
29
年
度
累
計
…
１
，８
７
７
名

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

チ
さ
ん
〈
中
野
〉、
藤
木
み
ち
さ
ん
〈
極

野
〉）
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、「
ど
う
や
っ

た
か
な
と
考
え
て
夜
も
眠
れ
な
い
」
と
い

う
ほ
ど
奮
闘
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３

名
の
平
均
年
齢
は
88
歳
と
高
齢
で
す
が
、

親
か
ら
継
承
し
、
培
っ
て
き
た
技
術
は
し
っ

か
り
と
体
に
染
み
つ
い
て
い
ま
し
た
。
も

う
少
し
で
み
の
づ
く
り
の
技
術
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
栄
村
の
冬
に
欠
か
せ
な
い
の
が

こ・

・

・

・

・

め
っ
こ
な
。
公
民
館
講
座
と
し
て
「
み

み
だ
ん
ご
教
室
」
と
「
あ
ん
ぼ
教
室
」
を

行
い
ま
し
た
。
０
歳
か
ら
80
代
の
方
に
参

栄
村
原
向
出
身

理
学
博
士

故 

石
沢
　
進 

氏(

84)

加
し
て
い
た
だ
き
、
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
楽
し
く
郷
土
料
理
を
継
承
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
女
性
は

活
力
の
源
で
す
ね
。
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①
ス
キ
ー
の
パ
ラ
レ

ル
タ
ー
ン
を
上
手

に
す
べ
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

6
年
生
に
な
る
の

で
、
最
高
学
年
と
し
て
児
童
会
な
ど
を

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
漢
字
テ
ス
ト
で

1
回
ぐ
ら
い
は
、
1
0
0
点
を
と
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

②
自
然
と
い
っ
し
ょ
に
遊
べ
る
と
こ
ろ
。

①
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン

プ
!!

②
特
に
良
い
こ
と
は

な
い
が
、
生
ま
れ

た
所
な
の
で
ま
ん

き
つ
し
て
い
る
!

③
み
ん
な
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

①
教
員
に
な
っ
て
も

高
校
か
ら
続
け
て

い
る
円
盤
投
を
続

け
た
い
。

②
雪
が
あ
る
こ
と
。

近
所
の
人
が
よ
く
し
て
く
れ
る
こ
と
。 

③
自
分
以
外
師
匠

①
今
年
は
健
康
に
気

を
付
け
て
、
何
事

に
も
全
力
で
が
ん

ば
る
！
自
分
や
ま

わ
り
の
人
の
役
に

立
て
る
よ
う
な
行
動
を
す
る
。

②
近
所
の
人
が
優
し
く
、
誰
で
も
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
れ
る
。

③
お
年
寄
り
に
や
さ
し
く
！

①
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
、
一
日
一

日
を
無
事
に
終
え

る
こ
と
。
ふ
ら
ふ

ら
っ
と
一
人
旅
で

飲
み
歩
き
も
い
い
で
す
ね
！

②
人
の
温
か
さ
。
田
舎
な
ら
で
は
の
景
色

の
良
さ
。

③
人
命
を
預
か
る
仕
事
上
、
常
に
安
全
第

一
を
心
が
け
て
や
っ
て
い
ま
す
。

①
今
年
か
ら
山
菜
採

り
や
ぜ
ん
ま
い
干

し
、
畑
等
村
の
母

ち
ゃ
ん
た
ち
に
教

わ
り
な
が
ら
四
季

の
暮
ら
し
を
丁
寧
に
楽
し
め
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
人
が
と
て
も
あ
た
た
か
く
、
日
々
が
と

て
も
楽
し
い
で
す
。
雪
は
大
変
で
す
が
、

晴
れ
た
日
の
美
し
さ
や
、
春
の
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
の
は
、
四
季
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
栄
村
だ
か
ら
こ
そ
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
栄
村
に
暮
ら
し
て
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
。

③
笑
門
来
福
!!

①
子
ど
も
た
ち
の
目

標
へ
の
応
援
と
、

心
身
と
も
に
健
康

で
あ
り
た
い
。

②
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
、
助
け
合
っ
て
い
て

す
ば
ら
し
い
。

③
「
短
気
は
損
気
」「
つ
ら
い
事
の
後
に
は

き
っ
と
う
れ
し
い
事
が
あ
る
」

　

村
内
の
戌
年
は
１
４
４
名
。
今
年
も
年

男
・
年
女
の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容

①
今
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
や
目

標
、
決
意
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

②
栄
村
に
暮
ら
し
て
「
よ
か
っ
た
な
ぁ
」

と
思
う
こ
と
は
？

③
あ
な
た
の
モ
ッ
ト
ー
や
座
右
の
銘
、

日
ご
ろ
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

廣
瀬
菜
央
さ
ん（
森
・
屋
根
屋
）

平
成
18
年
生
ま
れ

月
岡
穂
希
さ
ん
（
白
鳥
・
川
端
）

大
庭
達
也
さ
ん
（
箕
作
・
な
い
む
）

島
田
　
洋
さ
ん
（
青
倉
・
四
ツ
谷
の
隣
）

鑓
水
　
愛
さ
ん
（
長
瀬
）

昭
和
57
年
生
ま
れ

山
本
祐
子
さ
ん
（
野
田
沢
・
お
め
）

昭
和
45
年
生
ま
れ

齊
藤
真
琴
さ
ん
（
北
野
・
こ
う
い
む
）

平
成
６
年
生
ま
れ

み
ん
な
と
仲
良
く
遊
ん
だ
り
、
学
び
あ

え
る
。
雪
が
た
く
さ
ん
ふ
っ
て
い
っ
ぱ

い
雪
あ
そ
び
が
で
き
る
。

③
地
域
の
人
に
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を

す
る
。
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①
富
士
登
頂
、
ご
来

光
を
拝
む
こ
と
。

自
分
が
や
り
た
い

こ
と
を
ゆ
っ
く
り

見
つ
け
る
こ
と
。

②
早
朝
、
天
気
の
良
い
日
の
冬
景
色
は
最

高
。
ま
だ
夜
の
余
韻
を
ひ
っ
ぱ
る
暖
か

い
街
頭
の
光
と
ま
っ
白
な
雪
に
覆
わ
れ

た
様
子
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
よ
う

に
き
れ
い
だ
な
と
思
い
ま
す
。
雪
の
下

野
菜
の
味
は
最
高
。
甘
み
が
増
し
て
と

て
も
お
い
し
い
で
す
。

③
追
わ
れ
て
生
き
る
な 

求
め
て
生
き
よ
。

①
昨
年
は
移
住
2
年

目
の
年
で
し
た
。

毎
日
が
忙
し
く
、

時
間
に
追
わ
れ
、

い
つ
の
間
に
か
一

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
少
し
で
も

何
か
に
熱
中
で
き
る
時
間
を
も
ち
た
い

で
す
。

②
夜
が
限
り
な
く
静
か
な
所
。（
日
中
も
だ

け
ど
！
）

③
特
に
な
し
。

①
魚
釣
り
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

②
村
民
の
人
柄
が
い

い
し
、
近
隣
同
士

の
絆
が
強
い
。

③
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
る
。

①
お
百
姓
さ
ん
に
な

り
ま
す

②
四
季
の
移
り
変
わ

り
の
変
化
。
都
会

で
は
暮
ら
し
て
い

け
な
い
人
間
で
す
。

③
ど
ん
な
時
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る

よ
う
に
し
、
気
持
ち
を
明
る
く
。

①
今
年
も
元
気
で
い

る
こ
と

②
孫
や
息
子
夫
婦
と

一
緒
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
て
毎
日

楽
し
く
忙
し
く
よ
か
っ
た
で
す
。

③
野
菜
を
毎
日
食
べ
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

①
健
康
で
若
い
人
に

迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
し
た
い
。

②
仲
間
が
い
る
こ
と
。

仲
間
の
い
る
栄
村
で
自
転
車
屋
を
初
め

て
よ
か
っ
た
。

③
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
で
き
る
だ
け
大

勢
の
人
と
付
き
合
う
こ
と
。
政
治
の

ニ
ュ
ー
ス
は
必
ず
目
を
通
し
て
い
る
。

①
ノ
ー
ト
（
日
記
）

は
去
年
か
ら
と

れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
け
れ
ど
、

歌
を
唄
っ
た
り
、

身
ぎ
れ
い
に
し
て
い
た
い
。

②
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
で
き
た

こ
と
。

③
3
食
の
ご
飯
と
お
や
つ
を
し
っ
か
り
食

べ
る
。

①
夏
は
畑
仕
事
、
時

間
の
あ
る
時
は
昔

か
ら
好
き
だ
っ
た

裁
縫
を
続
け
る
こ

と
。

②
い
い
仲
間
が
い
て
、
行
っ
た
り
来
た
り

で
き
る
こ
と
。

③
み
ん
な
と
仲
良
く
過
ご
し
て
、
転
ば
な

い
よ
う
に
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
も

う
少
し
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

①
元
気
で
い
ら
れ
れ

ば
、
自
分
で
食
べ

る
野
菜
ぐ
ら
い
は

作
り
た
い
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
っ

て
み
ん
な
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
。

②
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
来
て
く
れ
て
、

一
緒
に
住
ん
で
い
ら
れ
る
事
。
今
は
ひ

孫
が
遊
び
に
来
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。

③
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
な
る
だ
け
や
り

た
い
。「
老
い
て
は
子
に
従
え
」
と
思
っ

て
い
る
。

桜
沢
文
江
さ
ん（
平
滝・下
元
屋
敷
）

昭
和
33
年
生
ま
れ

南
雲
　
守
さ
ん
（
月
岡
・
き
ん
に
む
）

上
倉
庄
栄
さ
ん
（
横
倉
・
上
向
）

油
科
仲
一
さ
ん

（
平
滝
・
油
科
モ
ー
タ
ー
ス
）

中
村
ア
ヤ
さ
ん
（
長
瀬
・
五
郎
）

和
田
信
夫
さ
ん（
小
赤
沢
）

福
原
セ
ツ
さ
ん
（
小
赤
沢
・
ご
え
ん
ど
こ
）

昭
和
21
年
生
ま
れ

 

島
田
マ
ツ
さ
ん（
青
倉・下
沢
田
）

昭
和
9
年
生
ま
れ

山
田
ま
さ
さ
ん
（
屋
敷
）

大
正
11
年
生
ま
れ

▶
教
え
子
が
描
い
た
似
顔
絵
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地域史料保全有志の会
鈴木努（通称:ど先生）
イラスト作成:佐藤洋平

『
千
曲
川
の
改
修
を
目
論
む
こ
と
④
』

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜  

其
の
二
十
六

　

前
回
ま
で
に
紹
介
し
ま
し
た
願
書
の

示
す
方
針
を
ま
と
め
て
み
る
と
、「
弘
化

の
地
震
以
来
、
犀
川
・
千
曲
川
に
土
砂

が
溜
ま
っ
て
い
る
の
で
取
り
除
く
、
そ

し
て
蛇
行
し
た
川
筋
を
河
川
敷
の
中
央

に
真
っ
直
ぐ
通
す
、
そ
の
た
め
に
埋
ま
っ

た
所
を
深
く
掘
り
下
げ
、
川
幅
が
広
く

て
浅
い
所
は
深
く
浚
っ
て
掻
き
流
す
」

と
い
っ
た
内
容
に
な
り
ま
す
。
願
書
に

は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
方
法
が
続
い
て

い
ま
す
。

掻か

き
流
し
で
は
沢
山
の
土
砂
を
流
す

の
で
川
の
上
筋
と
下
筋
が
同
時
に
取

り
掛
か
ら
ね
ば
、
ど
ち
ら
か
の
故
障

に
な
る
。
特
に
立
ヶ
花
は
川
幅
が
狭

く
川
底
に
大
石
が
見
え
て
水
吐
き
が

悪
い
。
だ
か
ら
平
水
位
の
時
も
油
断

な
く
人
力
を
竭つ

く

し
、
減
水
時
に
は
さ

ら
に
川
底
を
深
く
す
る
よ
う
、
上
筋

は
犀
川
・
千
曲
川
と
も
浚
い
流
し
、

下
筋
は
高
井
・
水
内
両
郡
の
限
り
ま

で
、「
浚さ

ら
い
な
が流
し
の
仕し

ほ
う法
」
を
す
る
。
そ

う
す
れ
ば
川
は
順
流
に
な
り
、
荒
地

や
水
腐
れ
地
も
自
然
と
水
除
け
に
な

り
、
五
穀
成
就
の
殊
恩
を
蒙こ

う
む
る
だ
ろ
う
。

　
「
浚
流
し
の
仕
法
」
は
川
浚
い
を
し
た

土
砂
を
川
に
掻
き
流
す
と
い
う
方
法
だ
、

と
言
っ
て
い
ま
す
。
辞
書
で
「
川
浚
い
」

を
引
く
と
「
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫」

と
同
義
で
あ
り
、「
浚

渫
」
は
「
水
底
の
土
砂
を
掘
り
取
り
、

運
搬
処
分
す
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

す
る
と
「
浚
流
し
の
仕
法
」
は
、
掘
り

上
げ
た
土
砂
を
運
ば
ず
に
川
に
流
し
て

し
ま
う
こ
と
が
特
徴
の
よ
う
で
す
。
こ

れ
が
ど
う
画
期
的
な
の
か
、
こ
の
仕
法

を
推
す
理
由
は
何
か
、
そ
れ
を
解
く
手

が
か
り
は
出
願
者
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
願
書
は
新
津
順
治
郎
と
い
う
人

が
作
成
し
ま
し
た
。
順
治
郎
の
署
名
の

肩
に
「
戸
隠
山　

勧
修
院
内
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
戸
隠
山
は
ご
存
知
の
通

り
現
在
の
戸
隠
神
社
の
こ
と
で
、
明
治

初
期
に
神
仏
分
離
、
修
験
道
禁
止
と
な

る
以
前
、「
戸
隠
山
顕
光
寺
」
だ
っ
た
頃

の
呼
び
名
で
す
。
勧か

じ
ゅ
い
ん

修
院
は
そ
の
本
坊

（
戸
隠
山
を
統
括
す
る
別べ

っ
と
う
し
き

当
職
）
で
し
た
。

彼
が
勧
修
院
で
ど
の
よ
う
な

地
位
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で

す
。
と
こ
ろ
で
彼
に
つ
い
て

は
、
長
野
市
豊
野
町
に
あ
っ

た
南
郷
村
の
出
身
で
あ
り
、

下
総
国
（
千
葉
県
）
の
印
旛

沼
干
拓
事
業
に
参
加
し
て
、

そ
の
現
場
で
使
わ
れ
た
水
揚

げ
道
具
を
覚
え
て
帰
り
、
用

水
に
悩
む
故
郷
に
そ
の
技
術

を
も
た
ら
し
た
、
と
い
う
話

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
印

旛
沼
の
干
拓
事
業
を
ま
と
め
た
書
籍
に

は
、
新
津
順
治
郎
の
名
前
が
彼
の
書
い

た
文
書
と
と
も
に
載
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

続
き
ま
す
。

◀
願
書
の
末
尾
の
新
津
順
治
郎
の
記
名

　

年
明
け
か
ら
寒
気
が
厳
し
く
な
り
、

大
雪
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
。
少
し
遅
め
の
挨
拶

に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
千
曲
川
改
修
の
話

題
、
こ
れ
で
四
回
目
に
な
り
ま
す
。
古
文

書
の
内
容
よ
り
説
明
が
多
く
な
っ
て
し

ま
い
、
恐
縮
で
す
が
、
も
う
少
し
お
付
き

合
い
く
だ
さ
い
。

地
域
史
料
保
全
有
志
の
会

平
成
29
年
度
報
告
会
開
催
！

　

震
災
以
後
、栄
村
の
民
具
や
文
書
と
い
っ

た
文
化
財
の
保
全
・
調
査
を
行
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る「
地
域
史
料
保
全
有
志
の
会
」

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
平
成
29
年
度
活
動

報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
ど
の

よ
う
な
新
発
見
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

期
　
日
／
3
月
4
日（
日
）

会
　
場
／
栄
村
歴
史
文
化
館「
こ
ら
っ
せ
」

内
　
容
／
後
日
告
知
放
送
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
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平日:午前8時30分～午後5時
土日:午前9時～正午
休館日: 2月／10日、11日、12日（振替休日）
           3月／21日（春分の日）
           4月／28日、29日、30日（振替休日）

大活字本の紹介 　冬期間は村内移動図書車が各集落を巡回しています。読ん
でみたい本を事前に予約することもできますので、お気軽に
お問合せください。
移動図書巡回日は毎月第2・4週
水：東部地区、木：西部地区、金：秋山地区
　詳細は栄村公民館図書室（87-3118）にお問い合わせいただ
くか、11月に全戸配布した巡回表をご覧ください。

芥川賞・直木賞受賞作品も入荷！
★芥川賞
　〇『おらおらでひとりいぐも』 若竹千佐子
　〇『百年泥』 石井遊佳
★直木賞
　〇『銀河鉄道の父』 門井慶喜

★蔵書紹介★
〇ゲゲゲの女房　　　　　　武良布枝
〇ALWAYS三丁目の夕日　山本甲士
〇おくりびと　　　　　　　百瀬しのぶ
〇家族熱　　　　　　　　　向田邦子
〇団欒　　　　　　　　　　乃南アサ
〇淋しい狩人　　　　　　　宮部みゆき

★一般図書★
○ホワイトラビット／伊坂幸太郎
○屍人荘の殺人／今村 昌弘
○配達あかずきん／大崎梢
○消えない月／畑野 智美
○自律神経どこでもリセット! ずぼらヨガ／崎田 ミナ
他4冊

　一般図書よりも文字が大きい「大活字本」
もそろえています。お気軽にお問合せく
ださい。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 大活字本の紹介 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★

他14冊

新着図書の紹介

３歳児図書プレゼント実施
　3歳児への絵本プレゼントは、絵本に親しみを持っ
てもらうことはもちろん、0～2歳までの物やリズム
の絵本からお話の絵本へ以降することを保護者のみな
さまにお伝えすることを目的に、今年から始まった事
業です。「文字の多い本は子どもたちにむずかしい」と
思われがちですが、3歳～4歳頃になるとシンプルな
お話が理解できるようになり、文章の長い、短いに関
わらずお話を楽しめるようになってきます。昔話や冒険、
日常生活にそった絵本等種類もたくさんあります。い
ろいろなお話に触れて、お気に入りをみつけましょう。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★ えほん 良書を充実！ ★★★★★★★★★★★★★★★★★★

こねこのぴっち
絵・文／ハンス・フィッシャー
福音館書店

かいじゅうたちのいるところ
作／モーリス・センダック
冨山房

やまなしもぎ
再話／平野直　画／太田大八
福音館書店

100かいだてのいえ
作／いわい としお
偕成社

図書室
開館時間
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阿部秀幸　小赤沢（84歳）
①
小
赤
沢
生
ま
れ
。
新
制
中
学
校
卒
業
。
中
学
校
最
後
の
一
年
は
、
学
校
の
建
築
の
関

係
で
、
現
在
の
秋
山
保
存
民
家
で
授
業
を
受
け
て
い
た
。
卒
業
後
は
家
の
商
売
を
手

伝
い
な
が
ら
百
姓
に
熱
中
し
た
。
当
時
移
動
は
す
べ
て
自
分
の
足
だ
っ
た
の
で
、
津

南
ま
で
出
て
品
物
の
仕
入
れ
に
行
き
、
背
負
っ
て
帰
っ
て
く
る
の
は
大
変
だ
っ
た
。

妻
を
早
く
に
亡
く
し
た
た
め
、
そ
の
後
子
ど
も
を
学
校
へ
出
す
の
が
大
変
だ
っ
た
。

②
若
い
時
が
一
番
良
か
っ
た
。
仲
間
も
大
勢
い
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
り
遊
び
に
行
っ
た
り
し
た
時
が
一
番
楽
し
か
っ
た
。
一
番
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
息
子
の
嫁
が
秋
山
に
嫁
い
で
き
て
く
れ
た
こ
と
。

③
こ
う
や
っ
て
子
ど
も
や
孫
た
ち
の
そ
ば
に
い
ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ
。
こ
の
先
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
秋
山
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
不
安
も
あ
る
。
秋
山
だ
け

で
な
く
、
村
全
体
が
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
子
ど
も
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く

れ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

①
上
野
原
生
ま
れ
。
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
家
の
百
姓
を
手
伝
っ
た
。
結

婚
し
て
か
ら
は
山
菜
を
採
っ
て
売
っ
た
り
、
米
作
り
を
必
死
で
行
っ
た
。
当
時

は
田
ん
ぼ
が
い
く
ら
も
な
く
て
、
赤
土
の
あ
る
山
へ
行
っ
て
リ
ン
ゴ
箱
に
土
を

入
れ
て
背
負
い
、
田
ん
ぼ
ま
で
運
ん
だ
。
牛
を
連
れ
て
田
ん
ぼ
へ
行
き
、
石
の

あ
る
田
の
中
で
鼻
取
り
を
し
た
の
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
昔
に
比
べ
た
ら
今
は
御

殿
の
よ
う
。

②
大
き
な
病
気
を
す
る
こ
と
な
く
、
健
康
で
過
ご
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
。
こ
の
体

で
貧
し
い
生
活
も
や
り
抜
く
こ
と
が
で
き
た
。
息
子
た
ち
の
嫁
が
い
い
嫁
で
、

面
倒
を
見
て
く
れ
る
の
で
幸
せ
。

③
人
と
な
る
べ
く
交
わ
っ
て
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
。

人
と
交
わ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
た
り
、
笑
い
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

山田はない　上野原（88歳）

年輪　（150）
年輪は風雪に耐えて積み重ねた歴史であり銘木の条件でもある。 
激動の明治・大正・昭和そして平成を生きてきざみ込まれた人
生の年輪は磨かれた銘木のごとく輝く。

①人生を振り返ってみて… 　②うれしかった・楽しかった
思い出は…　③今思うこと・言いたいこと

福原イス子　小赤沢（81歳）
①
津
南
町
上
結
東
生
ま
れ
。
新
制
中
学
校
卒
業
後
、
家
の
百
姓
を
手
伝
い

な
が
ら
出
稼
ぎ
に
東
京
へ
出
た
り
、
十
日
町
で
勤
め
た
り
し
て
い
た
。
21

歳
で
結
婚
。
最
初
は
方
言
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
田
ん
ぼ
や
畑
が
、

楽
養
館
や
矢
櫃
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
山
の
上
の
方
と
そ
れ
ぞ
れ
遠
い

こ
と
に
驚
い
た
。
弁
当
持
ち
で
田
畑
へ
行
き
、
馬
を
連
れ
て
田
ん
ぼ
を
耕

し
た
り
、
稲
を
運
ん
だ
り
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。

②
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
。
子
ど
も
や
孫
が
遊
び
に

来
て
、
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
時
が
一
番
楽
し
い
。

③
子
ど
も
や
孫
、
ひ
孫
が
そ
れ
ぞ
れ
健
康
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
が
一
番
い

い
。
そ
れ
が
一
番
の
幸
せ

関　正雄さん・瞳さん宅（長瀬）

ケンカをして泣いたり、泣かされたり…。
でも仲の良い３人です。

陸
り く と

斗くん 彩
さ つ き

月ちゃん 天
あ ま な

夏ちゃん
（2さい・左）（９か月・中）（５さい・右）

毎日にぎやかです！
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年
の
瀬
や  

俺
と
猫
様  

炬
燵
番

晩
年
は  

二
人
三
脚  

枯
尾
花

人
は
皆  

一
人
じ
ゃ
な
い
よ  

秋
の
空

湯
の
宿
や  

遠
き
迂
回
路  

山
紅
葉

冬
満
月  

村
の
喫
茶
の  

灯
の
う
れ
し

小
春
日
や  

集
落
一
周  

四
千
歩

三
十
年  

続
き
し
太
鼓  

冬
の
晴
れ

山
眠
る  

田
の
に
ぎ
わ
い
を  

夢
見
つ
つ

山
田
政
治

山
田
セ
キ

福
原
勇
一

齋
藤
は
る
子

関
谷
貞
子

馬
場
澤
子

柳
　
静
江

杉
浦
恵
子

　

過
日
、
あ
る
人
の
ラ
イ
ン
（
ス
マ
ホ
な
ど

で
メ
ー
ル
や
会
話
で
き
る
手
段
）
の
会
話
が

み
ー
ん
な
方
言
で
お
も
し
れ
ん
ど
ぉ
。
と
い

う
会
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
気
づ
く
と
、

普
段
の
会
話
か
ら
栄
村
弁
が
消
え
つ
つ
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
方
言
は
、
先
人
か
ら

受
け
継
が
れ
た
最
高
の
贈
り
物
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
意
味
は
分
か
ら
な
く
て
も
温
も

り
で
あ
っ
た
り
、
連
帯
感
を
醸
し
た
り
。

　
「
げ
～
ん
降
っ
た
っ
け
な
」「
へ
ー
さ
っ
つ
ぁ

だ
て
な
」
こ
ん
な
会
話
で
春
を
待
つ
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

義

編
集
後
記

栄村に様々な
専門家が来村します♪
○地域史料保全有志の会
　古文書専門家　白水　智先生
　民具専門家　　石野律子先生
　 2月11日（日）～13日（火）  3日間
　廣瀬家文書の調査や栄村の民具調査を
行います。興味関心のある方は栄村公民
館までお問合せください。

お問合せ先：栄村公民館（87－2100）

　私は、3年前の4月より特別養護老人ホー
ムフランセーズ悠さかえで介護士として働
いています。祖父母が青倉なので、そこの
離れに住んでいます。栄村は自然が豊かな
とこなので気に入ってます。春には自宅の
農業なんかも手伝いま
す。今の時期はさかえ
倶楽部スキー場でボー
ドを楽しんでいます。
田辺  源（20歳）青倉

　早いもので、もう飯山高校の卒業を迎えてしまい
ます。あっという間の3年間でした。この記事を書く
にあたって高校生活を振り返ると、部活のことが一
番思い出に残っています。昨年は市町村対抗駅伝で
栄村チームとして最終区を走らせていただきました。
(ぜひ栄村チームのユニフォームを作ってほしいです)
また、2年生から始めた「競歩」という競技では、

最後の大会で自己ベストを出すことができま
した！私は今、進学に向けて頑張っています。
たくさんの人に支えてもらっていることを感じ、
これからも周囲の方に感謝しながら残り数週
間の受験戦争を頑張りたいと思います。
鈴木皓太（18歳）　志久見
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